




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　放課後、校舎裏の木の陰かげ。チチチッ。ちょっと舌打ちして、だめだったら名前をよんであげる。

　しばらくすると草むらからがさごそと音がして、

「にゃーん」

　遅おくれてすまんな、とでも言いたげに黒ぶち模様が顔をだす。この子にキャットフードをあげるのが、私の日課。




　きっかけは偶ぐう然ぜんだった。お母さんとささいなことで喧けん嘩かをして、勢いでいつもより早く家を飛び出した朝。教室には一番乗りで、開いた窓からそとをぼんやり眺ながめて、ちょっと言いすぎちゃったかなあと反省モードに入っていた時。窓の真下、花か壇だんの横を人ひと影かげが通り過ぎた。

「あれ」

　ちょっとびっくりして、声が出る。その人影の主はクラスで一番の遅ち刻こく魔ま、佐さ々さ見みくんだったからだ。いつも早くて１時間目のおわりに教室に入ってきて居い眠ねむりをしている、あの。一いつ緒しよのクラスになって３か月がたっているけれど、今まで交かわした言葉といえばたまたまぶつかっちゃったときのごめん、いいよ、といったレベルで、ほとんど関かかわりがない。

　いつもあんなにゆっくり来るのに、今日はどうしたんだろう。気になって、なんとなく目で追っていたら、佐々見くんが校舎裏の大きな木の横でしゃがみこんだ。

「チチチッ」

　舌打ちの音だろうか。しばらく待って、もう一回。

「ザビエル、ザビエル」

　今度は歴史上の偉い人じんの名前を呼び始めた。誰だれもいない校舎だからなんとかきこえる、ささやき声。

　ちょっと間があって、木の裏の茂しげみががさごそと揺ゆれだす。

「にゃーん」

「ザビエル！」

　佐々見くんの声が嬉うれしそうに跳はねる。どうやら先ほど呼んでいたのはこの子の名前だったようだ。目を細めて猫ねこをなでながら、持参したらしいキャットフードをあげている。もうちょっと可愛かわいげのある名前あっただろ！　と心の中でツッコんでいるうちに、朝の喧嘩のもやもやはなんとなく晴れていた。




　その日の放課後、気になってザビエルのもとへ行ってみて、それから少しずつご飯をあげるようになった。ザビエルは最初こそ警けい戒かいしていたけど、だんだん慣れてきて、さわらせてくれるようになった。

「吉よし岡おかさん、猫好きなの？」

　ある日の放課後いつものようにザビエルにご飯をあげていると、ふいに後ろから声をかけられた。振ふり返ると、佐々見くんが立っている。急に声をかけられたことに驚おどろきつつ、うなずく。

「俺も」

　佐々見くんがくしゃっと笑う。なんとなく寝ね顔がおのイメージしかなくて、こんな顔もするんだと思うと少しドキッとする。佐々見くんはそのままゆっくり近づいてきて、私のすぐ隣となりにしゃがんだ。

「俺毎朝この子にご飯あげてるんだけどさ、放課後は部活あって無理で。部活ない日は時々見にきてるんだけど」

　そこで言葉をとめて、ザビエルの頭をなでる。

「だから放課後もご飯あげてくれる人がいるってわかって、ちょっと嬉しかったんだよね」

　さっきまでザビエルの方を向いていた顔が急にこちらを向いて、また、ドキッとする。




「ありがと」

　そのあといたずらっぽく笑って、

「ってザビエルが言ってる」

　と付け足す。そのタイミングでザビエルがにゃーんと鳴いて、なんだか緊きん張ちようがほどけた。リラックスすると、佐々見くんに聞いてみたいことが浮かんでくる。

「この子の名前さ、どうしてザビエルなの？」

「なんかカッコいい名前つけたくてさー。そしたらやっぱりカタカナだと思うんだけど、もうカタカナの名前ザビエルしか出てこなくて。試ためしに呼んだら返事してくれたからザビエル」

　猫のザビエルのほうも、まさか歴史上の偉人だと思って返事をしてはいないだろう。佐々見くんのまじめな顔と、幼よう稚ち園えん児じみたいな理由のギャップがおかしい。

　私は続けて、もうひとつ気になっていたことを聞いてみることにした。

「朝にご飯あげてるって言ってたけど、佐々見くんいつも遅刻してきてるよね？」

「痛いとこつくねえ」

　佐々見くんがのんびりと言う。

「いやあ、早く行こうとは思ってるんだけどさ、ザビエルにかまってると、つい」

　なるほど、佐々見くんの遅刻の原因はこの子だったんだ。

「で、誰もいないときにザビエルにご飯あげたい！　って思うと早起きするじゃん。そうすると授業中眠くてさ、いっつも寝ちゃう」

「佐々見くんの生活、ザビエル中心にまわってるね」

「いやほんとそう！　でもそれだけの魅み力りよくがザビエルにはある！」

　そう高らかに宣言する佐々見くんはなんだか幸せそうだった。




　この頃ころから佐々見くんの部活がないときは、ザビエルをはさんで二人で話すようになった。




　いつものように放課後、ザビエルのところに行った。台風が近づいてきていて天気は雨、大会が近いらしい佐々見くんとは最近ここで話すことも減っていた。

　最初は舌打ちの音、少しして名前を呼んでみる。草むらは、がさりともごそりともしない。なんだか急に不安になった。もしかして誰かに連れていかれたりとか、車に轢ひかれてたりとか、したくもない嫌いやな想像が頭をよぎる。

　いつもザビエルが出てくる草むらに入る。奥までかきわけてみるけど、ザビエルの姿はない。草むらのおわり、フェンスのところまで探したけど、見つからない。どうしよう。




「吉岡！　どうした、そんなところで」

　声をかけてきたのは通りかかった体育の先生だった。

「猫を、探してて。いつもこの辺にいるんですけど」

「猫か。最近この辺は野の良ら猫ねこが増えてて保健所が動いてるらしいから、もしかしたら…」

　そこで先生は言葉をとめた。不安な気持ちに拍はく車しやがかかる。いてもたってもいられなくなって、草むらから飛び出した。どこにいるんだろう。佐々見くんの顔が思い浮うかぶ。伝えなきゃ、はやく。時計を見ると午後６時。そろそろ佐々見くんの部活も終わる時間だ。

　急いで体育館に向かう。部活が終わったらしい生徒がわらわらと出てきていて、そのなかに佐々見くんの姿を見つけた。




「佐々見くん！」

「どうしたの。びしょびしょだよ」

　傘かさもささずに走ってきた私を心配してくれるけど、今はそれどころではない。急いで事情を説明する。

「ちょっと、ついてきて」

　佐々見くんは焦あせる私を落ち着かせるように、ゆっくり言って歩き出した。私はなんで佐々見くんがそんなに冷静なのかわからなくて、でも他ほかにどうしようもなくて、黙だまってついていった。

　たどり着いたのは、体育館の裏。

「にゃーん」

　聞き慣れた声がした。

「ザビエル!?」

　体育館から外に向かってひらくドアの前、ちょっと屋根がついている場所に、見慣れた黒ぶち模様がちょこんと座っていた。

「天気が悪い日はさ、たまにここにいるんだよね」

「そうだったんだ…よかった」

　ここまで来る間いろいろと心配をしていたけど、ザビエルの元気な姿を見たらそんな心配は一気にとんでいった。

「風邪かぜひくから、使いなよ」

　そう言って佐々見くんが、私にタオルを差し出してくれる。パニック状態で全然気づいていなかったけど、最初に佐々見くんに言われた通り私の体はびしょびしょだった。しかもここまで、佐々見くんは自分の傘に私をいれてくれていた。いまさらながら相合い傘だったのでは、と思うとちょっと顔が火照ほてってくる。

「大だい丈じよう夫ぶ！　今日使ったやつじゃないから！　きれいだから！」

　なかなかタオルを使おうとしない私を見て、勘かん違ちがいした佐々見くんが慌あわてはじめた。

「分かってるから、大丈夫だよ」

　そう言って笑うと、佐々見くんも笑い返してくれた。

　二人で、雨宿りしているザビエルに近づく。ふと、ザビエルの首に見慣れない赤い首輪がついているのに気づいた。黒ぶち模様の体に赤がよく似合っている。

「ザビエル、首輪してたっけ？」

「ううん、これ、俺が今日の朝つけたの」

「よく似合ってるね」

「でしょ。ザビエルのことよく知ってるから」

　佐々見くんはそう言って得意げに笑う。ふと、体育の先生の話が頭をよぎった。飼い猫のように首輪をしていたら、保健所の人たちに連れていかれることもないかもしれない。ナイスアイディアだ。そう伝えると、

「うん、もちろんその意味もあるんだけど」

　佐々見くんがちょっと俯うつむいた。




「これ、ザビエルへの最後のプレゼントっていうか」




　最後？　最後ってどういうことだろう。

「次の大会が来週で終わるんだけど、そしたら転校することになってて」




　時間が止まったようだった。

「ごめん、ずっと言いたいって思ってたんだけど、タイミング見つけられなくて」

　こんなベタな展開って、ありなんだろうか。せっかく仲良くなってきたところで、ちょっと好きかも、って思ってきたところで。頭をガツンと殴なぐられたような、ってきっとこんな気持ちだ。

「あと少ししかないってことだよね」

　確かめるようにつぶやく。佐々見くんはうんとうなずいて、今度は私の目をまっすぐ見てもう一度、ごめん、と繰くり返した。




　それからの時間はあっという間に過ぎた。大会の公欠とやらで佐々見くんは２日ほど学校を休んでいて、その日は佐々見くんの代わりに朝もザビエルに会いに行った。赤い首輪を見るたびに、なんだかやるせない気持ちになって、ザビエルの鳴き声に励はげまされた。

　佐々見くんに手紙を書こうと決めた。最後に、思い出に、渡わたそう。

「ザビエルのことはまかせてください」

　勢いよく机に向かったものの、そこまで書いて、ボールペンが止まる。伝えたいことはたくさんあるのに。この先を書きたい気持ちと書けない気持ちが混ざり合って、どうしようもない。ちょっと深呼吸して、ペンを握にぎりなおし、あと４文字。さっきの文章の下に、さっきより小さい文字で書き足す。




　次の日の放課後。佐々見くんが転校する、２日前。

　お願い！　と心の中で語りかけて、四つに折った小さな紙を一枚、ザビエルの首輪にはさむ。直接なんてとても言えない。でもせめて、少しでも私の気持ちに気づいてくれたら。

　佐々見くんが来るのは明日あしたの朝。それまでにいろんなところを散歩するであろうザビエルの首輪にこれが残っている保証はない。だから、賭かけなのだ。




　翌朝、佐々見くんが登校する、最後の日。その日でさえいつもみたいに、１時間目の終わりに教室に入ってきて、のんびりと居い眠ねむりをはじめた。放課後、ホームルームで簡単なあいさつをして、友達と別れ、佐々見くんはあっさりと教室を出ていった。最後までつかみどころがない。そういうところは、ザビエルと似ている。




「行っちゃうんだねー」

　放課後、いつものようにザビエルにキャットフードをあげながら、話しかける。思ったよりずっと、ずっと、心にぽっかり穴があいたみたいだ。ザビエルはキャットフードにがっつきながらも時折、心配すんなというように顔をあげてくれる。

「行っちゃうんだね、」

　そんなザビエルの頭をなでながらもう一度繰り返したら、なんだかほんとに行っちゃうんだ、と当たり前だけど胸に沁しみてきて、鼻の奥がツンとする。やばい、泣きそう、と思っていたら、ご飯を食べ終わったザビエルが私のそばにちょこんと座ってくれた。

「なぐさめてくれてるの？」

　そう言って背中をなでようとしたとき、ザビエルの首輪にまだ紙がはさまっていることに気づいた。ザビエルは、落とさずにいてくれたのだ。でもきっと、佐々見くんはこの紙の存在には気づかなかったんだ。

「持っててくれて、ありがとね」

　そう言って紙を外すと、あれと思った。はさんであった紙の大きさが、私がはさんだものと少し違ちがう気がした。そっと紙を開く。




「ザビエルのこと、よろしく頼たのみます。あなたのことが、」




「吉岡さん！」

　ふいにうしろから呼ばれる。驚おどろいて振ふり返ると、さっき教室を出ていったはずの佐々見くんが立っていた。

「あの、卒業まででいいんで、ザビエルのこと、よろしく、って言いたくて。あと俺、」

　佐々見くんが大きく息を吸い込む。

　私が言えなかった気持ちが、彼の口からこぼれた。
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「……あ、」

　いつも通り図書館に行くと、そこには熱心に勉強する先せん輩ぱいがいた。

　受験生の先輩の邪じや魔まはしたくなくて、声をかけたい衝しよう動どうをおさえながら離はなれた席につく。

　……先輩、頑がん張ばってるなぁ……

　図書館は静かだった。

　先輩のシャーペンがノートの上を走る音だけが聞こえてくる。

　私は一人、読みかけの本のページを開いた。




「実行委員を希望する生徒は、12時に50番教室に集合するように」

　朝礼が終わると、案の定友達の菜な摘つみが飛んできた。

「裕ゆう香か～!!　ねぇねぇ、実行委員、やる？」

「……え、」

「あー、あんま乗り気じゃないかんじ？」

「いや、そういうわけじゃないんだけどねぇ……」




　中学２年生、夏。

　クラスは文化祭の話題で盛り上がっている。

「あ、もしかしてもう先行予約がある、とかっ!?」

「なにその先行予約って」

「そりゃもう彼氏でしょ？」

「いーまーせーん！」

　実行委員……

　聞くからに大変そうなその仕事に、私は一人背を向ける。

　体育祭も文化祭も、目立たないようにするのが私の仕事だから。

　そう言い聞かせ、目の前の菜摘を見る。

「裕香～！　ねぇやろ？　やろやろ!?」

「いや、私そんなキャラじゃないのよ」

「そんなこと言わずにさ～！」




「じゃあ今から回すこの紙に自分の名前と希望する部門を記入してください」

　結局実行委員になってしまった。

　…なんでこうなっちゃうんだ。

　同級生の希望者は私を含ふくめて５人。かなりの少人数だ。

「ねぇ一いつ緒しよの部門にしよ！」

「……はいはい」

　こうなってしまってはしょうがない。

　あまりちゃんと考えずに、菜摘の紙を見て、第一希望、第二希望、第三希望まで全すべて同じものを書く。

　この時は、まだ何も知らなかった。

　これから起こる全てのことが、まさに〝青春の１ページ〟だなんて。




「裕香ぁ～」

「なんですかもう……」

「あのね、裕香と部門離はなれちゃった」

「え～、あんなに一緒にしたのに～？」

「うん、生徒会に文句言いたい！」

「うん、それだけはやめておこうね」

　聞くと、私は「教室」、菜摘は「イベント」に入ったらしい。

　予定も仕事内容もまるで違う。

　つまり、当日も一緒に回れる可能性がもはや皆かい無むに近い。

「まぁ、ドンマイだね」

「なにそれ……裕香は悲しくないの!?」

「いやまぁそりゃ悲しいけど……」

　悲しいというより不安の方が大きい。

　当日菜摘と回れないとなると、確実に私はボッチ文化祭だ。

　そうなると、何かと難しくなってくる。

「あ、それで、裕香はもうさっそく今日の放課後スタートだって、活動」

「え。もう、ですか」

「結構力仕事になるみたい……」

「ち、力仕事、ですか」

　もはや何を言っていいか分からない。私の望む姿は、スポットライトが当たらず、皆みんなにもあまり気にされず、なおかつ楽に、なのに。

　実行委員で今日からでさらに力仕事!?　気が乗らない。

「じゃ、頑張ってね」

「あ、ちょっ、えぇ～」

　教室部門で力仕事って何をやるんだろう？

　まさか、机を全部運び出すとかじゃないよね？

　あーやだやだ。あんまり考えないようにしよう。

　家に帰ったら見ようと思っていたアニメを録画してもらえるよう祈いのりながら、私は一人、廊ろう下かで首を振った。




「……ふぅ」

「裕香ちゃんお疲つかれさま。もう終わりだから帰ろう」

「分かりました」

　体育館の裏にある倉庫から出て、扉とびらを閉める。

　横を見ると、私たちが倉庫の奥から出してきた養生板が積み重なっている。その枚数は余よ裕ゆうで二百枚を超こえていた。

「お疲れさま～」

　そう言って、部門のリーダーである米よね山やま先輩はそそくさと帰ってしまった。

「え、」

　もう帰っていいと頭で分かっていても、解散があっさりとしすぎていて戸と惑まどう。

　しかし先輩たちはそんな私に見向きもせず、どんどん帰っていく。

　やっぱり菜摘と同じところが良かったな、そう思った時だった。




「広ひろ瀬せさん？」

「えっ？」

　誰だれかに声をかけられて後ろを振ふり返ると、背の高い先せん輩ぱいが立っていた。

　名前は覚えていなかったけれど、上うわ履ばきの学年カラーで高校２年生の先輩だと分かった。

「あ、名前言ってなかったね。僕、萩はぎ原わら聖さとしっていいます」

「萩原先輩……、えっと私は広瀬裕香です」

「中２だよね？」

「はい、そうです」

「大変だったよね、今日。怪け我がとかしてない？　大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ふふ、大丈夫です」

　萩原先輩が心配顔でこっちを見るから、私はこらえきれず笑ってしまった。

　さっきまで一人でいることが寂さびしかったのが噓うそのように、楽しくて幸せだった。




　それから１週間。

　うちの部門は私を含めて４人だったから、だいたいの準備日は萩原先輩と私、米山先輩と高校２年生の木き村むら先輩の２グループに分かれて仕事をした。

　つまり、だいたいのことは萩原先輩と２人で行ったということ。

　ドジな私はいろいろ失敗することもあったけれど、そのたびに先輩は笑え顔がおで手を差しのべてくれた。

　そうするうちにいつの間にか私は、萩原先輩のことが大好きになっていた。




　そして、今日。文化祭、当日。

「裕香ちゃん、いよいよだね」

「ですね、先輩」

「頑がん張ばろう。僕たちも」

「……はい。頑張りましょう」

　グリーンのスタッフＴシャツを着た先輩が隣となりでこっちを見ながら、さりげなく手を出す。私はちょっと笑って、その手を握にぎった。

「良かった、握ってくれて」

「え、どういうことですか、それ」

「だって僕なんかただの先輩だし、手なんて握りたくないかなって」




〝僕なんかただの先輩だし、〟

　この短い言葉に、私の心は大きく揺ゆれる。

　３歳も離はなれているんだから、希望はない。

　早くこんな気持ちなんて捨てなきゃ。

　そう分かってるのに、心が言うことを聞かない。

　心が、分かろうとしてくれない。




「いや～、正直先輩と握あく手しゆするなんて恐おそれ多いですよ」

「なにそれ～」

　明日あしたも入れて２日間。先輩の隣でこうして笑えるのもあと少しだ。

「じゃ、また後でね。あ、部活のシフト何時？」

「えっとー、14時です。先輩は？　クラスのシフト何時ですか？」

「あ、12時！　ちょうど重なってないね。じゃあ行くよ」

「私も行きます！」

　うん、と優やさしく微笑ほほえんで、教室に戻もどっていく。

　そんな先輩の背中を、ずっと見ていた。

　この気持ちが届くようにと、願いながら。




　文化祭を無事終えて、私は中学３年生に進級し、先輩も今年は高校３年生、つまり受験生だ。いまだに廊下で目が合うと手を振ってくれたり笑ってくれたりするけれど、それだけ。

　文化祭でもずっと先輩の隣にいたはずなのに、幸せな時間ほどすぐに過ぎていくもので。気づくと私の隣には、何ごともなかったかのように菜摘がいる。

　菜摘だって、私が先輩に恋こいをしたなんて知るはずもないし、教えるつもりもなかった。結局叶かなわない恋なら、私の心のなかにしまい続けて、忘れるまで我が慢まんする。そう誓ちかったから。

　ここで先輩に告白したって、受験生の先輩に迷めい惑わくをかけるだけ。

　好きな人の足を引っ張ることだけは絶対にしたくなかった。




「ねーねー、今日も図書館行くの？」

「え？　あ、うん。返したい本あるし」

「分かった。じゃあ待ってるね」

「いつもごめんね」

「裕香の友達でいられるなら図書館で待つくらいどうってことないよ！」

「はぁー？　何それ」

　図書館はこの時期、高校生たちの勉強場所になっている。ただ本を目当てに来る私みたいな中学生は、用が済んだら出ていかなければならない。

　これがこの学校の暗あん黙もくの了りよう解かいだった。だから今日も本を返したら、さっさと帰ろうと思っていたのだ。

「せーんせー、これ返しに来ました」

「相変わらず読むのが早いねぇ」

「この本が面おも白しろかったんですよ」

　いつものように機械に本のバーコードを通して棚たなに戻す。

　その時だった。




「晴はる香かはこうしたけど、ほんとはこうなんだよ？」

　微かすかだけれど聞き覚えのある声がした。

　急に心臓が高鳴る。脈が速くなるのを、自分でも感じていた。

「そっか！　ありがと聖！」

　声が聞こえてくる場所をたどって、すぐに見つけた。

　忘れたくても忘れられない大好きな人。けれどその隣には、一人の女子がいた。

　上履きの色を見ると先輩の同学年、高校３年生の学年カラーだった。




「あっ、そろそろ帰ろうよ」

「そうだね。晴香宿題終わる？」

「聖に教えてもらったからなんとか」

「そっか」

　……彼女さんかな？

　この瞬しゆん間かん私は、人生で初めての失しつ恋れんをした。




　その日の夜、家で勉強をしながらうたた寝ねしてしまった私は夢を見ていた。

「先せん輩ぱい！　もう探したんですよ～どこ行ってたんですか？」

「ごめんごめん、ちょっと迷子になっちゃって。次どこ行く？」

「じゃー……あれ！」

「いいよ、行こう」

　先輩との遊園地。大好きな人の笑顔。

　そんな場面でハッと起きて、慌あわてて首をふる。

　目を開ければ現実は目の前にある。

　今この瞬間も、先輩はあの時見た彼女さんと一いつ緒しよにいるんだろうか。

　握りしめたシャーペンが小さく音をたてる。

　いつでも、何をしていても、先輩のことばかり考えてしまう。

　こんなんで忘れられるのかな？

　気を紛まぎらわすために、手元の問題集を見た。

「主人公はこの時どのような心情だったか、次から選べ……切ない、苦しい、悔くやしい、儚はかない……」

　ケンカに負けたというシーンの主人公の心情だから、きっと正しい答えは〝悔しい〟なのだろう。けれど、今の私には、答えを選べなかった。

　うちの学校は、体育祭以降、高校３年生が教室や自習室以外を使用することを禁止している。先輩の顔を確実に見られるのは今から約２週間後の体育祭が最後。

　これがラストチャンスだ。

　恋人同士にはうってつけの体育祭というイベントが、私にとってのラストチャンス。




「クラスＴシャツどんなのがいいかなぁ～！」

「今いろいろ考えてるらしいよ！」

「楽しみ～！」

「こういうのは初めてだもんね」

　周りは中学３年生から着ることができるクラスＴシャツのことで持ち切りだけど、私はそんなことどうでもよかった。

　とにかく、今年の体育祭を楽しむ方法を考えないと。

　そう思うと急に切なくなる。こんなにも先輩が好きな自分が、本当に怖こわかった。

　あの日、文化祭実行委員に誘さそわれた時はあんなに嫌いやだったのに。

　今となっては、「やろう！」と声を掛かけてくれた菜摘が神様に見える。

　３年７組、萩原聖先輩。

　すっかり覚えてしまったその名前を、また心のなかで小さく呼んでみる。

　きっと、先輩の中の名めい簿ぼにも、私の名前が書いてあるはず。

　一番下の段に、小さく、今にも消えそうな細い字で。

　それでもいい。こんな名前の後こう輩はいがいたなぁ。そうやって何年か後に、思い出してくれるのなら。

　体育祭、笑え顔がおで頑がん張ばろう。




「体育祭も実行委員するの？」

「……うん。するよ」




　体育祭当日。

　菜摘と共にクラスＴシャツの上からグリーンのベストをはおり、スタッフ用の帽ぼう子しを被かぶる。実行委員の私は皆みんなよりも早く登校して、体育祭の準備をしていた。

「あれっ？」

　後ろで聞き覚えのある声がする。

　振ふり向くと、そこには萩原先せん輩ぱいが立っていた。

「久しぶりだね裕香ちゃん！」

「お久しぶりです！」

「あ、そういえばさ、このあいだ図書館いた？」

「……え？　図書館？」

　図書館……このあいだ……




「いやぁ、だって先輩彼女さんみたいな人と一緒にいたから。声かけづらくて」

「あいつか、原因は」

「いやそういうことじゃなくて、先輩の邪じや魔まをしたくなかったんですよ」

「そっかそっか」

　照れる先輩を前に偽いつわりの笑みを浮かべる私。

　そんな私を隣となりで見てる菜摘。苦しかった。

「俺今回審しん判ぱんなんだよ。裕香ちゃんは実行委員？」

「はいそうです。友達の菜摘も」

「あ、こんにちは」

「こ、こんにちは……？」

「なに菜摘、緊きん張ちようしてるの？　先輩は彼女持ちだよ？」

「それはそこまで強調しなくていいから」

　先輩は笑いながら私の肩かたに手を置く。

　その瞬間、キュンとして思わず飛び跳はねそうになった。

　でもぐっとこらえて我が慢まんする。今にも心ははち切れそうだった。




「あとで俺のクラＴにメッセージ書いてよ」

「いいんですか!?」




「……頑張れ」

「菜摘……分かっちゃったか」

「なんとなく。ほら、先輩のクラＴにメッセージ書くんでしょ？」

　皆のＴシャツは文字で埋うまっている。寄せ書きのように友達からメッセージを書いてもらうのがうちの体育祭の恒こう例れい行事だった。

「先輩！」

「あ、裕香ちゃん！」

「書かせて下さい」

　ペンを見せると、先輩は嬉うれしそうに笑った。勘かん違ちがいしてしまうからそういうことはやめてほしい。

「背中でもいいですか？」

「どこでもいいよ～」

　先輩は私が書きやすいように、中ちゆう腰ごしになってくれた。

　もう触ふれることのできない優やさしくて大きな背中に、私は先輩への最後のメッセージを綴つづった。

〝萩原先輩、ずっと大好きでした。　広瀬より〟
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　週末星ほし占うらない、水みず瓶がめ座ざの運勢は12位だった。断然至し極ごくの最下位。

「ラッキーアイテムは折りたたみ傘がさだってさ」

　そんなの、なんの慰なぐさめにもなってない。

　先週か先々週だったかの週末星占いも水瓶座の運勢は最下位だった。とにかくその時の週末は最悪な事ばかり起きた。風邪かぜをひいてしまうというオチまでついた。特にヒドかったのは。




　──ビーチサンダル──




　ラッキーアイテムだと占いが断言していたから、学校から帰宅したあと図書館へ本を返しに行く時にビーチサンダルで出で掛かける事にした。これが大きな間ま違ちがいだったのだ。

　図書館前のコンクリートが整備不良でボコボコになった出入り口付近を通るたび、石ころがビーチサンダルと足の裏の間に入り込んで悲鳴をあげそうになった。

　あげく、左足のサンダルの緒おが見事に裂さけるという始末。左足をすり足にして歩く姿で片かた想おもいの相あい沢ざわ良りよう太たの家の前を通り過ぎるのが恥はずかしかった。




「雨、降る確率は？」

「ゼロっぽいけど」

　教室の窓から校庭を見下ろしていた千ち夏なつは家までの距きよ離りが短いからか、あまり気にはしていなかった。それよりも自分の占いに納なつ得とくがいかないようで、

「蟹かに座ざの『工事現場から離はなれたら吉きち』ってどういうこと？　週末は外に出るな、ってか？」

　まるでクラスの誰だれかに説明を求めるかのようなそぶりをした。一方私の『図書館からの負傷帰宅話』を聞いて心配してくれた麻ま耶やは、

「ビーチサンダルよりは安全装備だと思うよ」

　と置き傘を持って帰るように勧すすめてくれた。

　ロッカーからひょっこり顔を出しているピンクの折りたたみ傘は決して重いわけではない。でもやっぱり置き傘なだけに、また週が明けたら持ってこないといけない訳でちょっと面めん倒どうだ。

　スマホで天気を調べたら、確かに通り雨は降りそうだと書いてあった。だけど、帰る寸前に決めてもいいかな、ってことで。降水確率より帰る時の空の色で決めることにした。

　四時間目のチャイムが鳴るまでもう少しだった。




「もうすぐ夏休みだけどさ、きさらっちはどうすんの？」

「補習になりそうなんだなぁ、古典が」

　思わずガクッと机に突つっ伏ぷした。教室のカーテンのように軽かろやかになびくのが仕事ならどれほど幸せかと思ったが、こちらはある程度の点を取って初めて仕事完かん了りようってとこだ。歴史は得意なだけに…と思いたいところだがそう上手うまくはいかず、古典が成績を目いっぱいに引っ張っていた。

　古典、と言えばクラスメイトの相沢だ。

　平均的に優ゆう秀しゆうな成績なのだが、古典だけは特に驚きよう異い的な実力の持ち主だった。

「相沢に教えてもらったらいいのに」

　千夏の気安い発言の流れで、少し離れた席で何か本を読んでいる相沢の後ろ姿にチラリと視線を向けてみた。

　すると彼は自分の名前が出たのが気になったのか軽くこちらに視線をよこした。それは想定外に見ることができた彼の涼すずしげな、でもそれほど興味を示すわけでもなさそうな横顔。一いつ瞬しゆんで胸が高鳴って、でも耐たえられずに視線を逸そらした。気安く名前を口にした千夏もどぎまぎした表情を浮うかべていた。

　チャイムの音がくすぐったく聞こえた。




　相沢良太とは高校三年間とも同じクラスだ。それなのにまともに話したことはない。

　そういえばたった一度だけ言葉を交かわしたことがあった。何に引っ掛かけたのかわからないが相沢の左ひじにすり傷ができて、少し血が滲にじんでいた。こんなの痛くも痒かゆくもない、と相沢は別に気にとめていなかったが、気になった私は相沢の話を聞かずに絆ばん創そう膏こうを貼はってあげた。いや、話を聞かずにというのは相沢と会話したら手が震ふるえて絆創膏がまともに貼れないのではないか、というそれだけの理由だ。

　突とつ然ぜん貼られた絆創膏と私を交こう互ごに見た後「ありがとな」と相沢は呟つぶやいた。

「構わないよ」

　これが私にとっての精せい一いつ杯ぱいかつ超ちようぎこちない返事である。




　それに気になると言えば、相沢は私に何か言おうとしてやっぱりやめる、ということがよくある。思わせぶりな態度にも感じるが、彼にしてみたら単に「絆創膏程度で馴なれ馴れしくすんな」くらいにしか思ってないのかもしれない。

（──私の妄もう想そうの世界では断然前者だが、現実は私の視線をうざがる後者だろう。ただ後者だとしても妄想の世界ではツンデレ相沢が成立する）

　いずれにしても私は相沢のことが好きだ。耳にかかるくらいの髪かみに、メガネを掛けて涼しげな顔立ちをしている人気者である。至極当然ながら学年で相沢に惚ほれない女子は皆かい無むと言っても過言じゃない。

　客観的なイメージで言うと、運動は間違いなく得意だ。特にそう思わせてくれたのが冬に行われるマラソン大会で、二年連続彼は表ひよう彰しよう台だいだった。それより──。

『目立たない』という言葉に輪をかけると言っても過言でないのは私の存在感で、コンビニの出入り口の自動扉とびらが開かないくらい存在感が薄うすい、と揶や揄ゆされても仕方ないほどである。

　友達はみんな「きさらっち」と呼ぶ。「っち」の意味は不明だが嫌きらわれてはいないと思う。クラスの男子は何の捻ひねりもなく苗みよう字じで呼ぶが、なぜか必ず「おい、矢や崎ざき」だ。ご多た分ぶんに漏もれず相沢もそう呼ぶのだろうが、いかんせん呼ばれたためしがない。私がいることは認にん識しきしているのだろうが、結局は大して気にするまでもなく学校生活を過ごしているのだろうと思うと歯は痒がゆくて仕方ない。

　が、それにも増して募つのる想いを伝える勇気が１ミリの欠片かけらも無いことに一人嘆なげくしかなかった。




　五時間目の授業が終わると一いつ斉せいに下校だと言い渡わたされた。今日は校舎の耐たい震しん工事で工事車両が運動場へ入ってくるらしく、クラブ活動も休みとなった。

　──工事？

　思わず図書館でのビーチサンダルの失敗を思い出して、口の中が苦くなった。

　ところがこんな時に限って担任から週明けに使うプリント作りを手伝うように指名された。担任も早く残った仕事を終わらせなければならなかったようだし、何より断れない雰ふん囲い気きである。

「私は工事現場から逃にげ帰るから。じゃ、また来週！」

　千夏は意い気き揚よう々ようと帰っていった。今帰るなら雨降らないし良いよねぇ、なんてちょっとひねくれながら友達を見送った。

　ふと見送った先に相沢を見つけた。週末だからか、ロッカーの物を何か持って帰りたいようだ。

　横顔も、やっぱり素す敵てきだな──。

　当然ながら３秒ももたずに視線を逸らした。もう一度視線を上げてみたが、もうそこに相沢はいなかった。

　ぼーっとしているように見えたのだろう。

「おいおい、頼たのむから気を散らさずに手を動かしてくれよ」

　担任の言葉はもはや懇こん願がんだった。

　結果からいうと予定よりも早く作業は終わった。担任を喜ばせることができたので手伝った甲か斐いはあったというものだ。

　校門を出てすぐ、行く先の空が見事なまでに濃こい色の雲で覆おおわれている事に気がついた。

（──ラッキーアイテムは折りたたみ傘がさ…）

　しまった、帰る時の空を見て傘を持って帰るか決めるつもりだったのに、時すでに遅おそし。頭のてっぺんにピトっと雨のしずくが落ちてきたと思った途と端たん、バケツをひっくり返したような雨が降り出した。

（──最悪だ、今週に限って『本物』のラッキーアイテムだったなんて）




　とりあえず駅方面に進むことを諦あきらめて、通り沿いのビルの入口に避ひ難なんすることにした。髪も制服も鞄かばんもすでにびしょ濡ぬれだった。蒸むし暑い中濡れた事で涼しく感じられるのがせめてもの救いだったが、それにしても濡れたまま電車に乗るのもなんだか気が乗らなかった。

　雲の様子を見てみようと入口から顔を出してみた。どうやらまだ降りそうな雲行きだ。　どうしよう？

　このまま待つ？　濡れてでも帰る？

　その瞬しゆん間かん、妙みようなことに気が付いた。顔を出しているにもかかわらず、雨が落ちてこない。理由を確かめるべく見上げてみると、そこには空が広がっているのではなく、傘が広がっていた。




　振ふり返るとメガネを掛けて涼しげな顔立ちをしたクラスメイトが傘を差してくれているではないか。

「あ、あ、相沢？」

　私は飛んでいきそうなくらいびっくりして、後ろに仰のけ反った。そんなリアクションの私を見て今度は相沢がびっくりした顔を見せた。涼しげな顔立ちに似合わず、耳が少し赤くなっていた。

「……あのさ」

　相沢は困ったような表情で私に話しかけた。何か言おうとしたが言葉を飲み込んだみたいだった。彼は私に傘を握にぎらせ、

「俺ん家ち、近所だから。折りたたみで小さいけど持っていけば」

　返事を待つことなく、この雨の中を走るように帰っていった。

（──あの相沢が私に傘を貸してくれた？）

　嬉うれしさと戸と惑まどいで混乱する自分をまずは落ち着けてみたものの、同時にとんでもなく大切なことを忘れていることに気がついた。相沢の家は図書館からほど近い場所。まだ結構な距きよ離りがあるじゃないか。

　傘を力強く握り直すと、相沢の走って行った方へ急いで追いかける。

　さすがの相沢もこの雨には勝てず、店の軒のき先さきごとに避難しては次の軒先まで、を繰くり返しそれほど距離を進んでいなかった。追いついた時、相沢はさっきの私と同じくらい驚おどろいた顔を見せた。さっきよりも耳が赤くなっているように思う。

「相沢の家って距離あるでしょ、まだこんなに降ってるし」

　そうなんだけど……と相沢は思いも寄らない言葉を発した。




「矢崎は俺と相合い傘じゃ、嫌いやだろ？」

「嫌だなんて思う訳ないでしょ、絶対」

　精一杯普ふ通つうを装よそおってみせたが、恐おそらく不自然なリアクションだったに違ちがいない。

　いつもとは違う変な空気が流れていることに気がついた。こんな空気を感じたのは初めてだった。しかもその空気の向こうに相沢が立っている。折りたたみ傘だけに二人の距離は近かった。




（──これって世に言う千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスってヤツじゃないか！）




　これまで勇気もなく、募る想おもいをひっくるめて存在感を消していた私の手にはラッキーアイテムが握りしめられている。でもなんと言えばいいのかわからず、相沢もそんな私の表情を見て少し不安げな表情を浮うかべていた。

「古典、得意だよね、相沢は」

　こんな時に古典の話しかできない自分、と呆あきれられそうに思えて仕方ない。しかし私にとってはそれしか切り出すネタがなかった。

「まぁ、得意科目と言えば、得意かな」

「教えてよ、今度。ってかほら、傘返さなきゃいけないでしょ？　ってことは相沢の家ってどこにピンポン押すとこがあるか聞いておかないといけないし。だから借りて帰るにしても相沢の家までは私もついていくから。……じゃあ、これはどう？　家に着くまで古典を教えてもらう、とか」

「この距離で古典を教えろって言われても、それは無理な話だな」

　ようやく相沢の硬かたかった表情が崩くずれた。それを見て私も少し気が楽になった。

　それからというもの相沢の家に着くまでの短い時間──それでも十数分くらいは歩いた──相沢と小さな折りたたみ傘の中でいろんな話をした。特に彼の一番の疑問は「何故なぜ私が相沢の家を知っていたか？」だった。

「肩かたが濡れるんじゃない？　傘が小さいし」

「傘を借りる前から結構びしょ濡れだったから気になんない。何よりこちらは間借りしてる立場だしね」




　──普通の傘じゃなくて折りたたみ傘──

　小さい傘で良かったなんて初めてだ。

　二人の距離は肩と肩がぶつかるくらいだった。でも今までみたいに気持ちの距離は感じない。

　ラッキーアイテムという言葉をあらためて実感した。

　この時間が永遠に続けばいいのに。歌詞の世界とかにだけある言葉だと思っていたのに、いざ自分が体験するとなんとも愛いとしい表現に思えてくる。しかしそんな身勝手な願望も現実が木っ端ぱみじんに切り裂さいてしまう。

「明日あしたは晴れるって天気予報で言ってたけどな」

　そんな相沢の言葉をよそに私は言いたくない言葉を言わなくてはならない状じよう況きようがひたひた近寄ることを恐れていた。

　──じゃ、またね──

　そう言ってしまえばもう二度と相沢と話す機会がなくなるんじゃないかって、そう考えるとつらくて仕方なかった。だから少しでも違う話題を出して引き延ばすことも考えてみたけど、それはそれで濡れたままの相沢があまりに可か哀わい想そうだった。結局「また会いたい」と言えない、勇気のない自分がそこにいた。




「とりあえず、明日学校行く時に傘を届けるよ」

　そう言った私に相沢は吹ふき出した。

「明日って土曜日だよ！　休みじゃん」

　そうだった。妙みような恥はずかしさが背中を駆かけたような気がしたが、相沢の笑う顔を見ていると私も嬉しくなる。その笑え顔がおが、なんだかよくわからないけれど、私にちょっとした勇気をくれたように思う。




　──もっと話がしたいから──

「明日は学校休みだけどさ、傘かさ持ってくるから。本を借りてるから図書館へ行かなくちゃいけなくて。だからもし良かったら明日図書館で古典教えてくれたらなって。あ、図書館はうるさくできないな。なんなら近くのファーストフードのお店とかででも…」

　相沢の表情は読み取れなかった。だけど耳はやっぱり赤くなっていた。ちょっといきなりすぎたかな、でしゃばりすぎたかな、って頭の中で妙な感情がぐるぐる回っていた。

「いいけど」

　思わず、いや、だが小さく飛び跳はねた。

　彼の家の前でなければどんな喜び方をしていたかわからない。だって１話完結じゃなく、明日も会うことができるなんて。まさにデートの約束じゃないか！




　結局相沢は私を駅まで送ってくれた。

　別れ際ぎわ、相沢はこんなことを言った。

「やっぱりラッキーアイテムだったな、折りたたみ傘」

　──確かに。でもなんで相沢がそれを？

「あまり占うらないとか興味はないけど──」

　照れくさそうな笑顔を見せた。

　相沢、私達の会話、聞いてたんだ。

「絆ばん創そう膏こう貼はってもらってから、いつか矢崎に話し掛かけるきっかけがあればな、とは思ってた」

　嬉しい誤算。相沢の怪あやしい行動は「馴なれ馴れしくすんな」じゃなかったみたいだ。

「しかも俺まで当たってるなんてな。『工事現場から離はなれたら吉きち』って」

　相沢が私といる今を『吉』だと思ってくれていることが嬉しかった。それと、相沢が蟹かに座ざだったことを初めて知った。

「矢崎が水みず瓶がめ座ざってのは今日初めて知ったよ」

「如月きさらぎ生まれだから『きさら』だよ。ってそんなに興味なかったでしょ？」

　今度は少し拗すねたような顔をしてみせた。

　ずっと相沢の事を知りたいと思ってた。初めて学校で見かけた時からずっと。今なら一気に想いを伝えられそうな気がした。ところが、だ。

「拗ねた顔、間近で見たの、初めてだ」

　な……なんだって？　何を言うんだ、相沢っ！

「どんどん好きになってくみたいだ」

　予期せぬ発言に私の頭の中身は真っ白になり、肌はだという肌は真っ赤に茹ゆで上がった。

「これから矢崎のこと、きさらって呼んでも問題ないかな？」

　絶命カウンターパンチを受けてノックアウト寸前だ。

「いや……そ、それじゃ相沢と私が付き合ってる感半はん端ぱなくない？」

「構わないよ」

　相沢は絆創膏を貼った後の私の真ま似ねをして笑った。

　悔くやしい、今まで言えなかった気持ちをこんなに一いつ生しよう懸けん命めい伝えようとしているのに、何？　このサラッと感満まん載さいの汗あせ拭ふきシートめいた相沢の笑顔。

　嬉うれしすぎて可愛かわいい言葉のみなさんが恥ずかしがって口から出てこようとしない。

　ヤバイ！　あたふたして何も思いつかなくて……。

「良太のバカっ」

　精せい一いつ杯ぱいの一言。

　でも今のはぎこちなくなかったはずだ。
















[image: その気持ちは、メロンソーダに溶かして。　浅ノ月]




「どうやったら、優ゆう乃のは振ふり向いてくれんのかなあ」

　その答えが永遠に見つからないことを、私はドリンクバーから持ってきたメロンソーダに祈いのってみる。メロンソーダはシュワシュワと泡あわを発しては、消えていく。

　まるで私の祈りなんて聞き入れる気がないみたいだった。

「なあ、菜な子こ。俺はどうしたらいいんだろう」

「私に聞かれても困る」

　代わりに店員さんにでも聞いてみたら、と私は呼び出しボタンを押す。「ちょ、ちょ」と慌あわてる柏かしわ木ぎ。




　どこから話せばいいんだよ、と真しん剣けんに悩なやみ出すところが、なんとも彼らしくて、少し憎にくらしい。素す直なおすぎるところが、良いところでもあり悪いところでもあるような気がする。

　社会人になったら苦労しそうだな、なんて社会のしゃの字も知らない私は思う。

　やって来た店員さんに、私はフライドポテトを追加で注文した。

「もお、びびったじゃんか」

「このポテトは、柏木のおごりだかんね」

「頼たのんだのは菜子だろ」

「相談料」

　そう言うと、柏木はくちびるを尖とがらせて押し黙だまってしまった。

「それじゃあ仕方がない」と柏木が口では言うけれど、ちょっぴり不満げであることを顔が語ってしまっていた。私はジョーダンだよと、柏木の顔を見て笑う。

　何が可笑おかしいんだ、と言う柏木は本当に何が可笑しいのか分かっていないみたいで、私はまた笑いそうになってしまうけれど、キリがないのでメロンソーダで無理やり口を塞ふさぐ。

　パチパチパチと口の中で弾はじける炭酸が、少し痛い。

　ああ、こういうところが好きなんだよなあ、と実感してしまう。

　だから、彼から「優乃」の名前が出るたびに、胸がしめつけられる思いがする。

　はあ、と大きなため息をついて、彼は言う。




「優乃と同じクラスにはなれたけど、何も進展がないんだよ」

　高校生活もあと１年だし焦あせる、と柏木は本当に困ったみたいに頭をかきながら言う。

　向いている方向は違ちがえど、その思いは私も同じだった。

　柏木と初めて言葉を交かわしたのは、高校２年のときだった。

　同じクラスの、隣となりの席になったことがきっかけだった。いつの日だったか、柏木が教科書を忘れて、私が見せてあげることになった。

　授業が終わって「ありがとう、菜子さん」と手を合わせて仰ぎよう々ぎようしくお礼を言われたものだから、私はそんな彼を見て笑ってしまった。

　ああ、その時も何が可笑しいんだ、って彼は言っていたっけ。なんだか子犬みたいだなと、当時の私は思っていた。

　それから、ふとした拍ひよう子しに彼のことを目で追うようになっていた。彼は、何をするにも感情が透すけて見えた。

　テストが返されるときには、その顔を見ればだいたいの点数は察しがついたし、嫌きらいな先生の授業で当てられたときには、露ろ骨こつに顔を引きつらせていたりして、見ている私が心配になるぐらいだった。

　あるとき、私は彼に「全力で噓うそをついてみて」と言ってみた。

　彼は困ったように頭をかいてから、言った。

「な、菜子さんのこと嫌いなんだけど？」

　私は笑いながら、それって告白みたいになってるよとつっこんだ。

　彼は耳を赤くして、「そういうんじゃなくて」と慌てふためいていた。

　なんというか、彼の一挙手一投足に人の好よさみたいなものがにじみ出てしまっていて、気付けば私は彼のことを好きになっていた。

　けれど、そんな彼だからこそ、彼が好意を抱いだいている相手も透けて見えてしまった。その相手は、よりにもよって中学から付き合いのある優乃だったのだから、全く笑えない話だ。

　私と優乃が廊ろう下かで話していると、柏木は必ず声をかけてきた。私はうすうす気付きながらも私の抱いた予感を否定してほしくて、「優乃のことが好きなの？」と訊たずねた。

　彼は、耳を赤くして、あいまいに頷うなずいた。

　バカで噓つきな私は、泣きそうになってしまうのを堪こらえながら、「いつでも相談に乗る」なんて大人ぶって言ってしまったのだった。

　そうして彼の相談に乗りながら、互たがいに焦じれて焦れて焦れて、とうとう１年が経たってしまった今日この頃ごろだった。

「もういっそのこと、告白でもしてみたらいいんじゃない」

　自分に言い聞かせるみたいに、私は言った。

「それもありかも知れない、いや、でも」

　柏木は腕うでを組んで、からだを右往左往させる。

「振られてギクシャクするのも辛つらすぎる……」

　彼の気持ちは痛いほどに分かる。もし私が告白なんてすれば、こうしてダラダラとダベることさえも、かなわなくなるだろう。

　柏木という人間の不器用さは、身にしみてよく分かっている。

　それでも、それでも。

　もし、私が彼に告白したら、どうなるだろうか。

　メロンソーダを飲み込む。炭酸はすっかり抜ぬけていて、口の中はちっとも痛くない。

「言わないと伝わらないよ」

　そんなことは、自分が一番よく分かっているのに。

「優乃なんて、ほわほわして鈍どん感かんっぽいし」

「菜子が言うなら、そうなんだろうなあ」

　柏木は、ぐるぐるとストローでコーラをかき回す。

　はたから見たら、私たちもカップルに見えるのだろう。けれど、私たちのあいだに横たわっているものは、安あん穏のんな友情と一方的な愛情。

　人間関係というやつは、外側からじゃあ推おし量れないんだよなと、窓の外を眺ながめながら思う。




「おはよう菜子」

　机に突つっ伏ぷしてまどろんでいたところに、隣の席のみどりが頭をつついてきた。

「昨日もしょうこりもなく、恋れん愛あい相談に乗ってたみたいだね」

　顔を上げる。今日も相変わらず、肌はだが白くて美人さんだった。ウェーブのかかったミディアムヘアは、高校生らしからぬ色気を放つようにうねっている。

「みどりは相変わらず情報が早いな」

「あんな窓まど際ぎわに座ってたら、いやでも目に入るでしょ」

　まあ、あえて座ってるんだろうけど、とみどりには私の魂こん胆たんがばれているようだった。

「とうの本人たちが全く気にかけてないのが泣けますよ」

「泣かない、泣かない。よしよし」

　みどりは、私の頭をぽんぽんとなでる。

「優乃がとんでもない悪女だったら良いいのに、ってときどき思う」

　私がそう言うと、優乃が「おはよお」とほわほわしながら教室へ入ってきた。机に座るまで、すれ違う人みんなに、人数分だけ「おはよお」と声をかけていく。

　私とみどりにも、おはよおと優乃は声をかける。「あれ」と優乃は私の席で立ち止まった。

「菜子ちゃん、なんか元気ない？」

　ああ、どうして気が付くのだろう、この子は。人の気持ちには、人の好意には、ひどく鈍感だというのに。

「昨日、炭酸ジュース飲み過ぎたんだってさ」

　みどりが、すかさずフォローを入れてくれた。

「だ、だいじょうぶ？　わたし、胃薬持ってるよ！」

　優乃はがさがさとカバンをあさりはじめる。だいじょうぶだよ、と優乃の手を制して、その手をにぎる。小さくて、可愛かわいらしい手。私の骨ばった手とは大おお違ちがいだった。

「ほんとにだいじょうぶ？」

　きらきらとした瞳ひとみで、私を見る優乃。

　これを計算ではなく、天然でやってのけるのだから、かなわないなと思う。私はだいじょうぶと言って、もう一度、優乃の手を握にぎった。

　ひんやりとして、気持ちの良い優乃の手に、じんわりと私の熱が伝わってゆく。

「優やさしすぎる」

　優乃が席に座ってから、たまらず、私はみどりに言った。優しすぎる。打算も何も感じられないその優しさは、とても穏おだやかで温かくて、いつまでもいつまでも触ふれていたいのだけれど。甘美な毒のようにも思えてしまう。

「鈍感なところが救いだね」

　しみじみと、みどりは言う。

「でも、そういうところが柏木と似てる感じがするよ。だからこそ、柏木は優乃に惹ひかれたのかも知れない。優乃の方は、分からないけど」

「お似合いな感じはするよ」

　優乃は、おはよおと教室に入ってきた柏木にも声をかける。柏木は手で口元を隠かくしながら、照れくさそうにおはようと返す。

「私は、柏木と菜子が一いつ緒しよにいる方が現実的というか、相あい性しようが良い気がするんだよ。ぼやぼやっとしてる柏木を、菜子がぐいぐい引っ張る感じが想像できるもん」

「や、そう？」

「柏木と優乃はカップルで、柏木と菜子は夫ふう婦ふって感じ。良くも悪くも出来上がってるんだよね」

「うーん」

　みどりの言葉は的確で、コンパスの針が胸に突き刺ささったみたいに、じんわりと痛い。

「そろそろ、現状打破が必要なんじゃない？　言えない気持ちを抱かかえ続けるのも辛いでしょ。柏木、単純だから案外簡単になびくかもだよ」

「でも、柏木は優乃のことが好きなんだ。柏木のことを、困らせたくはない」

「優しすぎるなあ、菜子も」

　やれやれといった風に、みどりはため息をつく。

「このままじゃ、柏木は菜子のことをずっと友達って思ったままだよ。好きだって伝えなきゃ、好きだっていうことも分かってもらえない」




　そんな残ざん酷こくなことはないと、みどりは言う。

　でも、言葉ひとつで関係が変わる。

　ただ、好きと言うだけで、関係が変わる。

　その方が、よっぽど残酷なんじゃないかって、私は思う。




「優乃に告白しようと思う」

　柏木から、放課後にいつものファミレスに呼び出されて、開口一番に告白をするという告白を受けた。私はたぶん、数秒間石のようになっていた。

　持っていたメロンソーダのグラスを落とさないように、手に力を込める。

「どうしたの、急に」

　声は、震ふるえていなかったと思いたい。

「菜子には、言っとかなきゃなって思ったんだ」

「いや、どうして急に」

「ほら、今日席せき替がえして、加か藤とうと沙さ希きが隣となり同どう士しになってただろ。俺、あの２人が付き合ってるって知らなくてさ」

　ああ、確か数日前から、同じクラスの沙希が加藤に告白をしたという噂うわさが流れていた。

　そして今日、席替えが行われて、２人が隣同士になったのを誰だれかが茶ちや化かしたのだ。それで２人の交際は周知の事実となった。

「ああいうの見てたら、やっぱり気持ち伝えなきゃなって思ったんだよ」

　こうして、すぐに感化されるのは柏木らしい。

　でも、あの２人は確かにとても幸せそうだった。授業中であっても、ことあるごとに目を合わせては、微笑ほほえむのだ。

「なんで私に言っとかなきゃって思ったの」

「いろいろと相談に乗ってもらってたし、それに」

　屈くつ託たくなく笑って、柏木は言う。

「菜子には、隠しごとできないもん」

　メロンソーダの泡あわが、弾はじけて、消える。




　私は「頑がん張ばって」と、声を絞しぼり出した。

「優乃は良い子だから、ちゃんと気持ちを伝えれば、しっかり返してくれると思う」

「おう。頑張るよ」

　私の言えない気持ちは、メロンソーダと一緒に、胃の中へと流し込んでおいた。

　翌日、授業が終わると、柏木と優乃は２人で教室を抜ぬけ出していた。これから柏木が告白をするのだろう。

「いいの？」と、みどりが私の席にやってくる。

　私は「いいんだ」と答えた。

「幸せになりたくて自分から行動してる人に、私が変な横やりを入れるのは違ちがうでしょ」

「菜子の気持ちを伝えることも、変な横やりになるっていうの？」

「柏木に変な迷いを与あたえたくない」

「この、お人よしめ」

　みどりは、大げさに頭を抱える。

「優しいだけじゃ幸せになれないよ」

「どういたしまして」

「ほめてないし。ほらもう、なんか奢おごるよ」

「いいの!?」

「見てられないんだもん」

　みどりは、手鏡を取り出して私の顔を見せてくる。

「……あはは、ひどい顔」

「でしょ。ほら、なに食べたい？」

　甘ったるいパンケーキでも、食べようかと思った。３枚ぐらい重なったホットケーキに、ふわふわの生クリームとはちみつがたんまりとかかっていて、これでもかってぐらいに甘いやつ。

　メロンソーダの甘みも感じないぐらいのやつを。




　翌朝。

　色んな意味で重たい胃を抱えて、登校する。

　教室では、すでに私の席にみどりが座っていた。

「おはよう菜子」

　みどりは隣となりの席に移り、私は自分の席に座る。

「さて、２人はどうなったかな」

　みどりの問いかけに、私は「すぐに分かるよ」と返す。

「２人とも隠せるほど器用じゃないもん」

「まあね」

　そう話しているうちに、柏木が教室へと入ってきた。

　柏木は──いつもより落ち着いた声こわ音ねで、「おはよう」とクラスメイトと挨あい拶さつを交かわす。

　しばらくして、優乃が教室の扉とびらを開けた。

　いつものように、ほわほわと教室内を巡めぐりながら「おはよお」と声をかけていく。

　優乃は、私とみどりにも「おはよお」と声をかける。

　そのまま優乃は、何事もなかったみたいに、自分の席に着いた。

「不器用だな、もう」

　みどりは、鋭するどい声音で、少しだけ怒おこっているみたいに言う。

　優乃が私に声をかけた時、とても痛そうだった。何ともない風を装よそおおうとしていて、それでも優乃の痛みは透すけて見えるようだった。

　口元は笑おうとしているのに、こわばって震えているように見えた。眉まゆも困ったと言うようにハの字をしていて、あんな悲しそうに笑う優乃を見るのは、初めてのことかも知れない。

「菜子、どうす……」

　みどりの言葉を聞き終える前に、私は席を立っていた。

　いてもたってもいられなかった。あんな苦しそうにしている優乃は見ていられない。その原因が私にあるのだとしたら、なおさらだ。




「優乃！」

　私は、優乃の手を取る。

　どうしたんだろうというクラスメイトの声を振ふり払はらって、私は教室を飛び出す。

　柏木のあぜんとした顔も、私は見なかったことにする。

　ひと気のない視し聴ちよう覚かく室で、私は優乃と向き合った。

「ど、どうしたの、菜子ちゃん」

　あの顔のまま、優乃は訊たずねてくる。

「昨日、柏木に告白されたでしょ」

　優乃は、驚おどろいたように目を見開いて、遠えん慮りよがちにうんと頷うなずいた。

「で、でもだいじょうぶだよ！　ちゃんとごめんなさいってお断りしたから……」

「何がだいじょうぶなの！」

　私は、優乃の両りよう肩かたに手を置く。

　小さくて、華きや奢しやなからだをしていて、女の子のなかの女の子が優乃だった。優やさしくて、笑え顔がおが可愛かわいくて、誰からも愛される。きっと悩なやみなんてないのだろうと思っていた。

　その優乃が今、泣き出しそうな顔で私のことを見ている。

「わたしは、柏木君のことはなんとも思ってないから、だから安心して」

　ああ、この子は、本当に。

　どこまで不器用で、そしてどこまで優しいのだろう。

「私のこと、気づかってるんでしょ」

　優乃は、ハッとして、それからふるふると首を横に振った。

「ちがうの。そういうのじゃなくて」

「もういいんだよ、優乃」

　鈍どん感かんな子なのだと、思っていた。

　でも、この子はたぶん全すべて分かっている。

　私の気持ちも、私がファミレスで柏木と話していることも、そしてきっと、窓まど際ぎわにあえて座っていた意味さえも。




　そうして全てを分かったうえで、何も知らないふりをして、この子は一体どれだけの言えない気持ちを抱かかえていたのだろうと、今になってそんなことに気がつく。

「優乃の正直な気持ちを聞かせて」

　私がそう言うと、優乃はためらいがちに口を開く。

「わたし、は……わたしも。柏木君のことが、好き」

　うん、と私は頷く。

「でも、菜子ちゃんも柏木君のことが」

「私は」

　この気持ちは、言わない方がいい。

　きっと、そういうこともある。

　好きな人が、自分のことを好いてくれている。

　そんな奇き跡せきが目の前にあるのなら。

　その奇跡を、私が摘つみ取る権利があるだろうか。




「柏木のこと、友達としか見てないから」

　本当に？　と優乃は潤うるんだ瞳ひとみで、私の瞳を見つめる。

　本当だよ、と私は優乃の頭をなでる。

　優乃には、みんな見み抜ぬかれているかも知れない。

　優乃の小さなからだに、抱だきしめられる。

　言葉にできない気持ちが、そこにはあって。

　それは温かくて、けれど身を切られるほどに切ない。

「行っておいで」

　私は、優乃のからだを引き離はなす。

「優乃の本当の気持ち、伝えてあげたら柏木も元気出るよ」

　優乃はまた、私のことを抱きしめて「ありがとう」と言った。

「どういたしまして」

　優乃は走り出す。

　私は、大きく息を吸って近くの椅子に座る。窓の外を見ると燦さん然ぜんと太陽が光を放って、その足あし跡あとが窓辺からこぼれ落ちていた。




「この、おせっかい菜子」

　みどりが、呆あきれた顔をして入ってきた。

「やだな。聞いてたのか」

「やばそうだったら、割り込もうかと思って」

「みどりも相当おせっかいだよ」

「菜子にはかなわないよ」

　後こう悔かいはないの？　とみどりは聞く。

　私は「ない」ときっぱりと答えた。

「私の友人と、私の好きな人が幸せになるんだもん。後悔なんて、あるはずない」

　みどりは、それ以上なにも言わなかった。

　私は窓辺を見る。机に落ちる光の足跡に覆おおい被かぶさるように、私は突つっ伏ぷした。机は太陽の熱を吸って、じんわりと温かい。少しだけ寝ねる、とみどりに伝える。

　分かったとみどりは答えた。私は暗くら闇やみの中で、柏木のことを想った。

　彼はきっとファミレスで、幸せであることを隠かくしきれないような笑みを浮うかべながら、優乃と付き合えたことを報告してくれるのだろう。練習をしなくちゃな、と思った。

　笑っておめでとう、と言えるように練習を。




　メロンソーダの味が、口の中によみがえる。

　私の言えなかった気持ちが溶とけ出して。

　少しだけ、しょっぱい味がした。
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〝私には好きな人に想おもいを伝えられない理由が、二つある〟

　だから、ホントはね…




　放課後になると、いつも複雑な気分になる。

　最近は、特にそうだ。

　授業が終わった後の束つかの間の時間。私は親友の内うち田だ千ち花かと並ぶように立って、教室から窓の外を眺ながめていた。

　灰色に濁にごった雲が、ところどころちぎり絵のように空のキャンバスに貼はり付けられている。そんな光景に「ふぅ」と私は短く息を吐はき出した。




　───まるで、真っ青に晴れきれない今の自分の心みたいだな、と思いながら。




「朝は雲ってたけど、雨は降ってないし大だい丈じよう夫ぶそうじゃん。七なな海み」

「……だね」

「だね、って。他人ひと事ごとみたいに言ってどうすんの」

　千花は、私よりも身長が二センチほど低く、ふわりと長めの髪かみにかわいらしい声で、見た目はほんわかしているように見える。

　けれど、ぼんやりしがちな私と違ちがい、口調からして案外しっかり者だ。気き遣づかいはもとより、洞どう察さつ力もなかなか鋭するどかった。

　そんな千花が、やれやれというように今日も私の顔を覗のぞき込む。

「もし部活が雨で中止になったら、三み浦うらくんと話せないでしょ」

　それでも七海は平気なの？　と、千花の表情は私に訴うつたえていた。

　その顔にどう応こたえようかと迷っていたところへ、こうして私の気分を複雑にする元げん凶きようの〝彼〟の声が、クラスメイトのほとんど残っていない教室に響ひびいた。

「おいマネージャー、部室へ行くぞ」と。

「あ、話してるそばからお出ましだね、三浦くん」

　その声にいち早く反応した千花と、ほぼ同時に振ふり向けば、開いたドアに手を伸のばした状態で、隣となりのクラスの三浦海かい斗とが立っていた。

　濃こいブラウンの地毛に、目鼻立ちが割と整っているせいか、三浦くんは少し遠くにいても目を引く。

　そのうえ明るい性格だから男女問わず人気もあった。

　そんな彼はサッカー部員だ。今年の夏の大会のあと、三年の先せん輩ぱいが引退してからキャプテンになったこともあって、以前よりもマネージャーの私を呼ぶために教室へ来ることが多くなった気がする。

「今、行くから」

　見慣れたといえば見慣れた光景だけど、私はほんの少し躊躇ためらいながら、そう三浦くんに答えた。

　すると千花は、「もうっ、七海はツンデレなんだからっ。もっと嬉うれしそうな顔をしたら？」なんてことを言う。

　だから私は、ますます三浦くんを直視できずにいる。

「嬉しそうな顔って、三浦くんに何を思われるか分かんないし」

「思われるもなにも、もう告白してもいいくらいでしょ、七海は」

「こっ……」

　三浦くんが少し離れた場所にいるから助かった。

　もしも千花の言葉が、彼の耳に届きでもしたら大変だ。

　今の私たちは、ただのサッカー部員とマネージャーの関係なのに。




「だって、高校に入学する前から七海は三浦くんのことがずっと好きだったんでしょ。もう二年以上は片想いの状態じゃん。だったら……」

「その話は、また今度ね、千花」

「えー、また誤ご魔ま化かすんだから、七海は」

　もう！　と、呆れ顔をする千花をかわすように、私はサッカー部の部室へ向かう準備をした。

　そして、ドアの前でスポーツバッグを肩かたから下げ、急せかすようにつま先でトントンと音を鳴らしながら私を待っている三浦くんのもとへ向かう。

「早くしろよな。さっき休み時間に職員室へ行ったとき、監かん督とくがマネージャーに用事があるって言ってたぞ」

「えっ、竹たけ内うち先生が？」

「だから俺がこうして高たか野のを教室まで呼びに来たんだって」

「わっ、だったら早く行かなきゃ」

　三浦くんが私に背を向け、足早に階段へ向かって歩いて行く。

　そんな彼を追いかけようとする私に向けて、「七海、ファイト！」と、千花が声をかけたのを聞き逃のがさなかった。




　ファイト、かぁ……。

　たしかに私は、高校に入学した時から三浦くんのことが好きだった。

　もっといえば、隣の中学校の生徒だった彼が、親善試合で時々うちの中学に来ていた頃ころからかもしれない。

　あの頃、帰宅しようと校庭を歩いていた私が、グラウンドへ向かう三浦くんたちと偶ぐう然ぜんぶつかってしまったことがあった。

　その拍ひよう子しに反射神経が鈍にぶい私は、バランスを崩くずし地面に膝ひざと手を突いてしまった。

「ごめん。俺らが悪かった。大丈夫か？」

「あ、……大丈夫……」

　たったひとこと交かわした会話だったけれど、試合直前ということもあり急いでいたはずの隣の中学校のサッカー部員の中で、三浦くんだけが無視をせず私に伸ばしてくれた手を、今でも忘れていない。

　───なんだか胸がドキドキしたことも。




　そのことを高校二年生の今年、同じクラスで親友になった千花に話した。ずっと三浦くんのことが気になっていることと一いつ緒しよに。

　すると、千花は「もうそれって運命じゃん」と、さっきの調子で目を大きく開けてみせたんだっけ……。

　と、そんなことを思い出していると、三浦くんが恐おそろしいことを言い出した。

「早く行かねぇと、監督に先を越こされるぞ」

「竹内先生に？」

「ああ、さっき廊ろう下かを歩いてんのを見たからな」

「えっ」

「とりあえず急ごうぜ」

「あ、うん」

　サッカー部監督の竹内先生は、とにかく厳しいことで有名だ。

　たとえマネージャーのミスでも、最後はキャプテンの三浦くんまでが注意されてしまうかもしれない。

　それだけは避さけたくて、私は部室まで思い切り息を弾はずませ、肩下まであるストレートの髪をなびかせながら三浦くんの隣を走った。

「はっ、はっ」

　彼に迷めい惑わくをかけたら、マネージャーになった意味がなくなってしまう。

　不純な動機だと分かっていても、三浦くんがいたからサッカー部のマネージャーになったのに。

「はっ、はっ……」

　身長が１７８センチある三浦くんは、いかにもサッカー少年っぽい筋肉の付き方をしていて、普ふ段だんからグラウンドを走り慣れているせいか、息切れもせず鼻筋の通った端たん整せいな横顔を、ほんの少し斜ななめ後ろを走る私に見せている。

「…はっ、三浦くんっ、竹内先生はっ、来てそうっ？」

「いや、まだみたいだな。監督が来てたら、グラウンドに誰だれかいるだろ」

　やっとの思いで喉のどの奥から出した私の言葉に、涼すずしい声で答えた三浦くんは、いつもこうして一緒に部室へ行く時、私のペースにわざと合わせてくれているのを知っている。

　そんな、さりげない優やさしさは、あの時と同じだ。

　中学生の時に、彼と校庭でぶつかった時と。




　だから私は、やっぱり三浦くんが好きだ。

　この気持ちは変わらない。ずっと、ずっと。




　───それなのに。




「あれ？」

　部室のドアを開けたものの、サッカー部員の姿が一人も見当たらない。

「……なんで……」

　一いつ瞬しゆん、部室を間ま違ちがったのかと思ったけれど、錆さびついたロッカーに、〝目指せ国立〟と書かれた横断幕、隅すみっこに転がっている古いサッカーボールと、室内のどれを見ても、ここはサッカー部の部室だ。

「竹内先生は？」

　さっき、たしか三浦くんは言ったよね？

　竹内先生が私に用事があるって。廊下を歩いているのを見たって。




「あの、三浦くん？」

　頭にクエスチョンマークを付けながら見上げた三浦くんの顔は、なんとなく笑いを我が慢まんしているようにも見える。

「ちょっ、もしかして……」

　気づいた時には遅おそかった。

「ははっ、高野は単純だな。今日は監督がいないから、みんな第二グラウンドに集まってんだよ」

　堪こらえきれなくなったように声を出して笑ってから、三浦くんが真相をバラしていく。

「じゃあ、さっきの竹内先生が私に用事があるって話は……」

「用事なら俺が聞いたし」

「えっ、だったら……」

「あー、冗じよう談だんつーか。教室の前を通りかかった時、開いてるドアから高野が窓の外をぼーっと眺ながめてるのを見て」

　私を少し焦あせらそうとしたらしい。三浦くんが「おかげでいい運動になっただろ？」と言って、また目を細めた。

「いい運動とか、ちょっともうっ！」

　優しいはずの三浦くんは、時々こうして私をからかうのだ。

　───それはもう究極に楽しそうな顔で。

「もうっ、私で遊ばないでよ、三浦くんっ」

　少し顔を赤くして怒おこってみせたけれど、こうして貴重な時間を割さいてまで彼が私をからかうのは、少なくとも私に対して悪い印象があるわけじゃないからだと思いたい。

　それはつまり、今はそれなりにサッカー部のキャプテンとマネージャーとして、いい関係にあるわけで。もしも私が三浦くんに、この想おもいを告白したならば、こんなナチュラルな関係も壊こわれてしまうかもしれないということだ。




　───これが、彼に告白できない、一つ目の理由。




「ん、もしかして本気で怒ってんの？」

「別に……」

「そうだよなぁ。高野が本気で腹立ててんの見たことないし」

　三浦くんが、無む邪じや気きな表情を私に向ける。その表情を見てチクリ、と私の胸に何かが刺ささったことに気づいているのだろうか。

　三浦くんは「今度は笑わせる作戦にしようか」と言って、部室のドアを閉めた。




「えっ、二人きりになったのに告白しなかったんだ？」

　次の日の朝、ホームルームが始まる前の時間。

　教室から出ていった後のことを案の定、千花が私に聞いてきた。

　そしてありのまま話した私へ千花がかけた言葉がこれだ。

「折せつ角かくのチャンスだったのに無む駄だにしちゃったの？　七海」

「無駄って……千花」

「だってそうでしょ、一緒にいられる時間なんて限られてるんだよ。あと一年もしないうちに部活も終わっちゃうし」

　今日の千花の声は、特に力がこもっている。

「はぁ……。ずっと片想いしてて七海は満足なんだ？　いつまで三浦くんがフリーでいるかも分かんないのにっ。てか、もう彼女がいるかもね」

　最後は溜ため息を吐はき出しながら放たれた千花の言葉に、私は思わずドキリとした。




　そうだ。千花の言うとおり。

　今までずっと三浦くんに彼女がいるという噂うわさはなかったけれど、これからもそうだとは限らない。

　誰かが告白をすれば……いや、もう告白をしているかもしれない。

　そうなったら、私はどうする？

　どうしたら……いい？

　目の前で窓の外を昨日の私のように眺めている千花を見て、私はぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

　そして、その三日後だった。

　千花と一いつ緒しよにいる三浦くんを見かけてしまったのは───。




　放課後、私は喉の調子が悪くてトローチでも貰もらおうかと保健室へ行った。

　保健室は一階の隅にある。

　そして「軽い風邪かぜかもしれないから気をつけて」と保健の先生に対応してもらったまでは良かった。

　けれど、ちょうど保健室から出て廊ろう下かを歩いている時だった。

「あっ」

　廊下の窓から渡わたり廊下を挟はさんで数メートルほど先にある第二校舎が見えた。

　特にクラブや特別授業がない限り使うことがない第二校舎なのに。

「もしかして、あれは三浦くん？」

　そろそろ部活へ向かう時間のはずが、第二校舎の廊下に立っている三浦くんの姿が目に飛び込んできた。

　しかもそれだけじゃない。

「…噓うそっ」

　身体からだの左側半分が見える三浦くんの姿。ちょうどその前を窓の縁ふちが邪じや魔まをして、すぐには分からなかった。

　でも、三浦くんと向かい合うように立っている女の子。そのちらりと見えた色白な横顔に、私の胸がどくんと奇き妙みような音を立てた。

「…千花？」

　たとえ少し遠くからだとしても親友の顔を私が間ま違ちがえるはずがない。

　あれは、たしかに〝千花〟だ。

　二人は向き合ったまま、真しん剣けんな表情を浮うかべているように見えた。

　すると私の心臓は、ますます鼓こ動どうを速くする。

　どうして三浦くんと千花が一緒にいるのだろうか。

　しかも二人きり。普ふ通つうは通らない第二校舎の廊下で。




　その時、私の中で昨日、千花が放った言葉がよみがえった。




「いつまで三浦くんがフリーでいるかも分かんないのにっ。てか、もう彼女がいるかもね」




　あの時の千花の言葉は、こういうことだったの？

　もしかしたら三浦くんが私に声をかけてくれるのも、マネージャーだからという理由だけじゃなくて…千花が私の友達だったから？

　頭の中で、いろんな想像がぐるぐる駆かけ巡めぐる。

　これ以上、三浦くんと千花を見てはいけない気がして、私は早足で廊下を歩いた。




　覚かく悟ごはしていたはずだ。

　だから、泣くな。傷つくな。

　三浦くんの相手が千花なら、むしろ良かったじゃんって、思え、思わなきゃ。

　そう自分に言い聞かせながら階段を上っていった。

　その後のことは、ほとんど記き憶おくにない。

　帰宅する準備をした私は千花よりも早く教室を出て、竹内先生に「今日は調子が悪いので部活を休みます」と告げてから、そのまま自宅へ帰った。

　なにもかもが真っ白なまま。




　あれから二日間。

　風邪で学校を休んだのは、喉のどの調子が悪かった私ではなく千花の方だった。

　もしかしたら、私が風邪をうつしてしまっていたのかも……。そう思うと千花には悪いことをしてしまった気がした。

　それでも千花のことを考えるたびに、あの時第二校舎の廊下に三浦くんと二人でいた姿が浮かんできて、なんともいえない気持ちになる。

　すべては、考えすぎて煮にえ切らない自分のせいなのに。

　そして、このモヤモヤとした気持ちは部活の時にまで出ていたのだろうか。




「なんか、高野、おかしくないか？」

　部活が終わって、もう誰だれも残っていない部室を掃そう除じしているところへ、突とつ然ぜん、三浦くんがやって来た。

「昨日から俺のことを無視してるだろ。気になって戻もどって来た」

「無視？」

　……していたといえば、そうかもしれない。

　なるべく三浦くんの姿を見ないようにしていた気がする。

　千花と一緒にいたところを思い出したくなくて。

「なんで無視すんだよ」と、珍めずらしく突つっかかってくる三浦くん。

「なんでって……」

　そんなこと言えるはずがない。

　目の前にいる三浦くんが、私の悩なやみの種だなんて。

　だから私は、ふいっと横を向いた。三浦くんと目を合わせるのが怖こわかった。

　すると彼は、驚おどろくべきことを私に言う。

「へぇ……もしかして浜はま口ぐちに告白されて付き合うかもしれないってマジな話なわけ？」

「え？」

　浜口くん……？　って誰？

　三浦くんの口から聞いたこともない名前が飛び出して、私は咄とつ嗟さに顔を上げた。

「内田から聞いた」

「千花から？」

「五組の浜口が、高野に告ったって」

「えっ、こく…っ？」




　…千花が？　なんでそんなことを？

　ちょ、ちょっと、意味が全然分からない。




「俺がチンタラしてるせいだって、内田に言われてやっと目が覚めた」

　そう言うと、三浦くんは手を伸のばせば届く距きよ離りまで私に近づいてくる。

「千花が？」

「そう、内田が教えてくれなかったら俺は今もびびってたかもな。高野に何か言えば今の関係がおかしくなるんじゃないかって」

「…」

「だけど、このままだと後こう悔かいするから言う。付き合うなら俺にしてくれ」

「えっ？」

　真剣な目で、でも最後は少し照れくさそうに髪かみの毛をわさわさと搔かき混ぜた三浦くん。

「今のは冗じよう談だんじゃないからな。てか高野をからかってたのも、いちいち教室に顔を出してたのも、マネージャーだからって理由だけじゃねぇよ。それに、高野は覚えてねぇかもだけど、中学の時から俺は高野のことを知ってたし」

「中学の時から……？」

　信じられない。まさか三浦くんが…。

　初めて聞いた三浦くんの本音に、視界が段々ぼやけていく。




　三浦くんが私と同じことを思っていたことも。

　中学の頃ころの私を覚えていてくれたことも。

　あの時、千花と三浦くんが一いつ緒しよにいたわけも。

　そして、千花が三浦くんに変な噓うそを吐ついた理由も。

　全部、全部───




「あのっ」

　三浦くんを見上げながら私は、窓の外をぼんやり眺ながめていた千花の姿を思い出していた。




　私が今まで三浦くんへ気持ちを伝えられなかった、二つ目の理由。




　ねぇ千花、あなたも三浦くんのことが好きだったんだよね……？

　でも、私が先に三浦くんを好きだと言ったせいで言えなかった。言えなくなっちゃった。

　そうなんでしょ……？

　私が鈍どん感かんなせいで、気づいたのはしばらくしてからだったけど、知ってた。知ってたよ。

　だって親友だから。

　でもどうしたらいいのか分からなかった。




　私は、目尻にたまった涙なみだを手の甲こうで何度も擦こすりあげた。

　最後に、三浦くんに噓を吐いてまで、いつまでも煮え切らない私たちの背中を押してくれたのは、同じ人を好きになった親友だった。

　だから、千花。

　風邪かぜが治って学校へ来たら、自分の口で素す直なおに千花に言うよ。……言わせてね。

〝ありがとう〟って。




「……三浦くん、私もずっとずっと……」

〝好きだったよ〟

　そう伝えると、三浦くんが「間に合って良かった」と言って、ほっとしたように笑った。
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　あの日から、カレンダーを見るのが怖い。

　学校からの帰り道、琥こ珀はく色いろに染まる夕焼け空を眺めながら胸がぎゅっと苦しくなるのを感じて下した唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　また一日が終わってしまう。鼻の奥がツンとして、滲にじんだ視界を隠かくすようにわざと大きな欠伸あくびをした。

「すっげーでっかい欠伸だ」

「うるさいなぁ」

　当たり前のように隣となりを歩くアキラと私。

　一定の距離を保っていて、肩かたは触ふれそうで触れない。マフラーの隙すき間まから白い息が浮うかんでは消えていく。

　心ここ地ち好よかった秋を連れ去った冬はいまだに寒さを纏まとったままで、終わりそうもない。できればこのまま春を連れてこないでほしい。

「寒いな」

　そりゃ寒いでしょと突っ込みたくなる。マフラーもしていないし、手て袋ぶくろもない。少し大きめのダッフルコートを着ているだけなのだから、１月のこの時季は辛つらいだろう。

「マフラーくらいすればいいのに」

「俺すぐどっかに忘れてくるから、マフラーは買わないことにしてんだよ」

「じゃ、我が慢まんしかないね」

　そういえば前にアキラがしていた紺こん色いろのマフラーはいつの間にか見なくなった。アキラは昔から物をすぐにどこかになくす。その度たびに私が探し回るので大変だ。

　たとえば提出しなければならない学校のプリントや、家の鍵かぎや自転車の鍵。必要なものを簡単になくすから、その癖くせをどうにかしてほしい。




「なくす癖直さないと、そのうち取り返しのつかないものなくして困ることになるよ」

「大事なものは絶対なくさないから大だい丈じよう夫ぶ」

　なにが大丈夫なのか全くわからない。マイペースなアキラには、きっとなにを言っても無む駄だだろう。




「ちょっと待ってて」

　アキラを残して、近くにある自じ動どう販はん売ばい機きに駆かけ寄った。ラインナップを吟ぎん味みした後、一番下の段のホットココアのボタンを押した。取り口から出すと手袋越ごしでも温かさがじんわりと伝わってくる。

「ん！」

　寒そうに鼻の頭を赤くしているアキラにホットココアを差し出した。少し驚おどろいた様子で受け取ったアキラは不思議そうに「俺に？」と訊きいてくる。

「頼たのみごとでもあんの？」

「こないだ……勉強教えてくれたでしょ」

　可愛かわいげなくぶっきらぼうに伝えてしまい後こう悔かいしたけれど、アキラは顔をくしゃっとさせて笑っていた。

「〝お礼〟ってことだな」

　言葉足らずな私の気持ちをアキラはいつもすくい上げてくれる。私はそれに甘えてしまっているのかもしれない。

「ヒナ、ありがと」

　アキラが笑ってくれる。それだけで冬の寒い帰り道も悪くないと思えるのはどうしてだろう。幼なじみで同じマンションに住んでいて、家族ぐるみの付き合い。そんな私たちの関係は友達でもなく、恋こい人びとでもない。




　ただの幼なじみで、もうすぐ〝さよなら〟をする人。




　私は変わらない関係というのが自分たちのことなのだと信じていた。そんな盲もう目もくな関係に甘えて、不確かな未来を決めつけていたんだ。




　中学２年の初秋。

　私の心に爆ばく弾だんを投下したのは、アキラだった。

　放課後の教室で傾かたむき始めた日の光をたっぷりと浴びながら、なんてことないようにアキラは告げる。




「だから、俺も転校するらしい」

　事の重大さの衝しよう撃げきよりも、アキラが平然としていたことの方がショックで心が押しつぶされそうなほどの圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。

　アキラのお父さんの人事異動がこの秋に発表されて４月には転勤することになり、それに伴ともなって、勤務地に近い場所に引っ越こすそうだ。

「まあでも、ここから電車で２時間半くらいだって。会おうと思えば会える距きよ離りだよな」

　どうして、と言葉が出てきてしまいそうだった。

　電車で会いに行ける距離だとしても、今までのようには会えなくなる。転校してしまうということは、こうして一いつ緒しよに帰ることもできなくなって離はなれてしまうということだ。

「それに少し先のことだから」

　開いた窓から吹ふき込んだ夏の蒸むし暑さの名残なごりを纏った風が髪かみを揺ゆらし、真っ白なシャツの裾すそをはためかせた。髪が顔にかかり、目を瞑つぶる。真っ暗になった視界にいつもの私たちを見つけた。

　当たり前が、変わっていく。心が変化を望まなくても、抗あらがえないことが起こってしまうんだ。アキラはこの日常を簡単に忘れてしまうのかな。

　小さい頃ころから一緒にいて、共に登下校し、家に帰ってからよく遊んでいたことも、全部過去に置いていってしまうのだろうか。そんな虚むなしさが心に広がった秋の始まり。

　私はアキラがいなくなることを受け入れられなくて、泣くことすらできなかった。




　時間が止まってほしいと願っても、叶かなうわけもなくあっという間に１月がきてしまった。アキラがいなくなる年。アキラのいる最後の季節。春になれば、冬とともにいなくなってしまう。

　私はまだアキラに大事なことをなにひとつ言えずにいた。

　夕食を終えて、部屋に戻もどると真っ白なＣＤジャケットが目に留まった。アキラから借りたものだ。透すき通るような歌声で、少し切ない曲調のメロディー。癒いやされるけれど、苦しさが残る。それはたぶん、自分の心情と重ねてしまったから。

　なんども聴きいてしまったのは、『冬の雨』という曲だ。冬を惜おしみ思い出を手放したくないと必死に願っている歌詞。

　私も冬が過ぎ去ってしまうのが嫌いやで、アキラとの日々を終わらせたくない。だからこそ、この曲をなんども聴いてしまう。けれど、このＣＤを忘れないうちに返さなければいけない。アキラが近くにいる日々はあと少しだ。




　考えないようにして、現実から逃にげていた私もそろそろ向き合わなければならない。




「ちょっとアキラに借りてたもの返してくるね」

　リビングにいるお母さんに行き先を告げてから、ＣＤを持って家を出た。すぐそこだから平気かと思ったけれど、外気はかなり冷え込んでいて身み震ぶるいした。

　小走りで階段を降りてアキラの家へと急ぐ。マンションの廊ろう下かを照らす街灯がチカチカと眩まぶしくて、目の奥が少しだけ痛んだ。もう少ししたら、この階に来ることもなくなるのかと再び寂さびしさが心を覆おおいはじめる。




　インターフォンを押すと、少ししてゆったりとしたダークグレーの部屋着姿のアキラが出てきた。

「これ、ありがとね」

「今度でよかったのに。そんな薄うす着ぎで出てきたら風邪かぜひく」

「返せるうちに返しておきたいって思ったから」

　私の言葉にアキラがほんの少しだけ、眉まゆ根ねを寄せた。

　触ふれないようにしていたけれど、もうあまり時間が残されていないことは私もアキラもわかっている。

「引っ越す日、３月３日だって」

「え、じゃあ、修了式は出れないの？」

「たぶん出ない」




　残された時間は少ないのに、さらに一緒にいられる日数が短くなってしまった。言葉が出てこない。名前を呼ばれても、なにも答えることができずにいた。

「会えなくなるわけでもないだろ」

　ああ、まただ。アキラは平然と言うんだ。それが私の心を抉えぐっていく。寂しいのも、この関係に縋すがっているのも私だけ。

「すぐに会えるわけでもないでしょ」

　一緒に同じマンションに帰ることも、気軽に家を行き来することも、帰り道に幼い頃からよく遊んだ公園に立ち寄るのも、全部今まで通りにはできなくなる。

　今まで２人で歩いてきた道を、１人で歩くのだと思うと胸が押しつぶされるように苦しくなる。隣となりにアキラがいないことが、どうして嫌なのかなんて本当は最初からわかっていた。

「今までのことがなくなるわけじゃない」

　わかってる。思い出が消えるわけはない。だけど、脳のう裏りに浮うかぶ今までの日々がはらはらと足元に落ちて雪のように溶とけていく。隣にいた私たちは違ちがう道を進んで、きっといつか振ふり返ることも少なくなって、この日々を〝懐なつかしむ〟んだ。




「あのさ、ヒナ」

　アキラはいつもそうだ。

「一日だけ、駆かけ落ちしない？」

　私が驚おどろくようなことを、平然と言う。

　重なる視線を逸そらすことができないまま、私は困こん惑わくとともに白い息を吐はき出した。




　翌日、アキラが言ったことが本気なのか半信半疑だったのでいつも通り学校へ行く準備をしておいた。

　駆け落ちなんて現実的ではない言葉だけど、アキラは〝一日だけ〟と言っていた。そんなの駆け落ちなんかじゃなくて、きっと思い出作り。

　携けい帯たい電話がテーブルの上で振しん動どうした。確かく認にんするとアキラからのメッセージが届いている。

『今から行く』

　たったひとことだけど、私たちの間ではよくあるやりとりのひとつ。

　今日も寒いと天気予報で言っていたので厚手のコートを着て、赤のギンガムチェックのマフラーを巻いた。使い古したスクールバッグを肩かたにかけて、家を出る。




　そろそろアキラも来る頃だろうと思って家のドアの前で待っていると、予想どおりアキラがこちらに向かって歩いてくる。今日も防寒具はコートだけのようだ。

　ただアキラに身を任せるように半歩後ろをついていく。けれど、彼が進んでいる方向はいつもと変わらない。

「どこに向かってるの？」

「学校」

　昨夜ゆうべ言っていた駆け落ちは冗じよう談だんだったのだろうか。少し落ち込んだ自分がいることに内心驚きながらも、「わかった」と微笑ほほえんだ。

「ヒナと行きたい場所があるから」

　アキラがどこに行きたいのか見当もつかないけれど、今日はアキラについて行こう。

　学校が近づくにつれて人が増えてくる。昨日と変わらない光景なのに、なんだか悪いことでもしているみたいな心境だ。




　靴くつを履はき替かえて、一度教室に向かうのかと思っているとアキラに手を摑つかまれた。

「え、どうしたの？」

「そっちじゃない」

　引っ張られるように教室とは逆方向へと足を進めていく。昔もこんなことがあった。私が迷まい子ごになったときだ。泣きじゃくる私の手を引いて歩いていたアキラの手は小さいのに力強かった。中学生になったアキラの手はあの頃ころよりもずっと大きくて骨っぽくて、男の子の手だった。

「授業は？」

「だって、駆け落ちだろ」

　現実味のない駆け落ち。アキラは私の手を離はなさずに、階段を上っていく。３階まで来たところで息が上がってしまい、アキラの手を引っ張る。

「ねえ、どこまで行くの？」

「あと少しだから」

　なだめるように言われて、それ以上は文句が言えず階段を上っていく。手は繫つないだままで、今いま更さら恥はずかしくなってくる。

　アキラにとっては、きっと大した意味なんてないのだろう。伝わってくる温度が心臓の鼓こ動どうを加速させていく。なにを考えているんだろう。




　たどり着いたのは最上階だった。鉛なまり色いろの扉とびらの鍵かぎ穴あなに、アキラはポケットから出した銀色の鍵を差し込んだ。

　普ふ段だんは立ち入り禁止のこの場所の鍵をどうしてアキラが持っているのか不思議で訊きいてみると、体育倉庫の鍵を戻もどしに行ったときに拝借したと悪い顔をして笑った。

「それって大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ちゃんと返すよ」

　またのんきなことを言ってアキラは屋上の扉を開ける。緑のフェンスに囲われたその場所は、開放感があって空がいつもよりも近くに見える。冬の寒さが気にならないほど日差しが暖かくて、肺いっぱいに空気を吸い込む。

「一度来てみたかったんだ。屋上」

「見晴らし最高だね」

　校庭や歩いてきた通学路、街の風景がここからなら見み渡わたせる。

「俺さ、ヒナには笑っていてほしいけど、無理してほしくはない」

　アキラは酷ひどいことを言う。私だって笑っていたい。だけど、無理して笑っていなかったら泣き崩くずれてしまう。

　少しでもアキラとの日々を目に焼き付けて、楽しく過ごしたいのに、素す直なおになってしまえばこの心の中にある醜みにくい感情を吐と露ろしてしまうことになるんだ。




「ヒナ」

　繫いだままだった手を緩ゆるめると、ぎゅっと握にぎられる。

「今日は繫いでいていい？」

　寂さみしげな表情でずるいことを訊くアキラの手を振り解ほどけるわけがない。それに私も繫いだ手を離したくない。

「……いいよ。だって今日は駆け落ちなんでしょ」

　大人からしてみたらきっと私たちの駆け落ちなんて、子どもの遊びみたいなものだろう。それでも今日だけは、２人だけの世界にいたい。繫いだ手を離さないように強く握り返した。




　授業開始のチャイムが鳴り響ひびいたあと、私とアキラは誰だれにも見つからないようにこっそりと階段を下っていく。

　ちょっとした冒ぼう険けんみたいでわくわくしながら、校舎を出て裏手にあるプールへとこっそり足を運んだ。アキラは泳ぐのが得意だから、今年の夏に大会に出ないかって誘さそわれていたっけ。

「そういえばさ、なんで大会断っちゃったの？」

「水泳部でもないし、泳ぐのが上手うまくなったのはヒナが溺おぼれないようにだし」

「私？」

　覚えてないの？　と笑うアキラは懐かしむようにプールを眺ながめながら、小学２年生の頃の話をしてきた。

　それは一いつ緒しよにプールに行ったときに泳げないと泣いた私のために、アキラが俺が教えてあげると言ってくれたことが始まりだった。私の知らないところで、アキラは市民プールに通って、必死に練習をしたらしい。




　そのおかげで私はアキラに泳ぎを教えてもらって、人並みに泳げるようになった。知らないところで私はアキラに支えられていたんだ。

「ずっと一緒にいても知らないことって結構あるのかな」

「なら、もっと知っていけばいいじゃん」

　前ならその言葉をすんなりと受け取れていたけれど、今となっては切なさが心に沁しみていく。

「俺はヒナのこともっと知りたいよ」




　私のこのぐちゃぐちゃな醜い感情を知られてしまうのが怖こわい。避さけられない別れをどう迎むかえたらいいのだろう。




　緑色の苔こけが生えているプールサイドをただぐるりと回ったあと、旧校舎に忍しのび込んだ。この旧校舎は部活の備品置き場や更こう衣い室代わりになっていて、昼間は誰もこない。

　本当に私たちだけの世界のようだった。

「この部屋に連れて来たかったんだ」

　窓には暗幕がかけられていて、部屋の中は真っ暗だった。アキラは部屋の電気をつけると、隅すみっこにあるダンボール箱から小さな箱を取り出して私に見せてくる。

「見てこれ」

　箱には『家庭用プラネタリウム』と書いてある。どうしてこんなものが学校に置いてあるのだろう。

「テニス部の人に聞いたんだけどさ、前の先せん輩ぱいの忘れ物らしい」

　離れてしまった手に寂さびしさを感じながら、アキラが箱からプラネタリウムの機械を出しているのを眺める。

「星好きだったよな、ヒナ」

「覚えてたんだ」

「忘れるわけないじゃん。星見れないって泣いてたことあったし」

　アキラは過ごした日々を忘れないでいてくれている。泳げなかったこと、私の家とアキラの家で家族旅行に行ったとき星を楽しみにしていたのに曇くもっていて見られなくて泣いたこと。

　今日のこともアキラの中で忘れずにいてくれるのかな。




「電気消すよ」

　真っ暗になった部屋の中で私とアキラは床ゆかに座って、プラネタリウムの機械から溢あふれ出す星々の輝かがやきを見つめる。

　音のない私と彼だけの空間を、優やさしい光が包んでいる。そっと手を重ねられ、引き寄せられるように握られて心臓がどきりと跳はねる。

「『冬の雨』って曲聴きいた？」

　アキラに借りていたＣＤの中で私が一番聴いていた曲だ。

「うん。あの曲好き」

「俺も。……あの曲聴いたとき、自分と同じ気持ちだって思った」

　私も自分と同じ気持ちだと思って聴いていた。冬を惜おしみ思い出を手放したくないと必死に願う歌詞に込められた、切なくて優しい想おもい。

「冬が終わらなければいいって思うよ」

　アキラは今どんな表情をしているのだろう。見えなかったアキラの心情が、暗くら闇やみの中で見えてきて、彼の指先が少しだけ強こわ張ばった気がした。

「ヒナとこのまま一いつ緒しよにいたい。なんで俺、まだ中学生なんだろう」




　ぽたりと一筋の感情が頰ほおを伝う。私も思うよ。どうしてまだ中学生なんだろう。

　すぐに会えない距きよ離りに行ってしまうアキラを本当は引き止めたい。だけど、私はそれをする術すべを持っていないんだ。

「私も春になってほしくない。大人になんてなりたくない。でも……早く大人になりたいよ」

　私たちは一緒に過ごした日々を過去にして、風化させてしまうのかな。だけど、大人になれば一緒にいられるようになるかもしれない。




「今日のこと私忘れない」

「俺も忘れないよ」




　駆かけ落ちなんて言って授業をサボったこと。

　手を繫つないで内ない緒しよで屋上へ行ったこと。

　冬のプールを一緒に眺めたこと。

　旧校舎で星を見たこと。




　全部忘れない。




　本当は少し前から気づいていた。

　いなくなると言われて初めて、こんなにも離はなれがたい理由の正体を知ってしまったんだ。




　人に見つからないように学校を探検しているうちに、放課後がやってきてしまった。部活が始まったタイミングで他ほかの生徒たちと鉢はち合あわせをしないようにこっそりと学校を出る。

　相変わらず寒そうな首元のアキラに自分がしていたマフラーを押しつけた。

「あげる」

「ヒナが寒いじゃん」

「いいの」

　今の私に渡わたせるのはこれだけだ。アキラが引っ越こしたら気軽に会いになんてきっと行けない。マメな連れん絡らくを取ることが苦手なアキラとは、めったにメッセージでのやりとりや電話なんてしないだろう。

「なくさないで。……それだけは、なくさないで」

　アキラはすぐ物をなくしてしまうけれど、このマフラーだけはどこかへ置いてきぼりにしないでほしい。

「今年の冬が終わっても、また冬はくるから。いやでも私のこと思い出せばいいよ」

「いやじゃなくても思い出すよ」

　私だってなんども思い出すよ。どの季節もアキラとの思い出がある。あのマンションに帰るたび、一いつ緒しよに歩いた日々を思い出すはずだ。

「大事なものは絶対になくさない」

「だって……前のマフラーはなくしたんでしょ」

「ヒナがくれたマフラーはなくさない」

　私があげたマフラーを巻いたアキラはすごく嬉うれしそうに笑ってくれた。この笑え顔がおを見られなくなってしまうなんて嫌いやだな。時間が止まればいいのに。私とアキラだけの世界になってしまえばいいのに。




「俺だってヒナと離れるのは寂しいよ」

「平気そうじゃん」

「そんなわけないだろ」

　本当はもうわかってる。

　アキラも寂しいって思ってくれていることをプラネタリウムのときに知れた。私だけが置いてきぼりじゃなかったんだね。

　私もアキラも、ずっと動けずにいたんだ。




「なんでいつも一緒にいたのかわかんないの？」

「幼なじみだからでしょ」

「ヒナ、顔上げて。俺の目をちゃんと見て」

　アキラの大きな手が頰を覆おおうように添そえられて、私の顔を上に向かせてきた。




「好きだからだよ」




　告げられた想いは現実味を帯びずに、ふわふわと心の中で揺ゆれている。

「誰だれにもヒナの隣となりは譲ゆずりたくない」

　泣かないでいようって思ってた。泣いたらアキラに縋すがりついてしまいそうで怖こわかった。でも目の前のアキラは泣きそうで、必死に私を見つめている瞳ひとみが縋りついているように見える。

「ヒナと離れるのに平気なわけないだろ」

「わ、私……自分だけが寂さびしいんだって思ってた」

　本当は少し前から自分の気持ちに気づいていた。

　心臓が五月蠅うるさいくらいに暴れ出す。伝えるのは怖いけれど、きっと今を逃のがしたらもう言えなくなる。




「私もアキラが好きだよ」

　アキラに恋こいをしていた。誰にも彼の隣を渡したくなかった。

「……いなくならないで」

　わがままだってわかってる。中学生の私たちには、どうすることもできないし抗あらがえないのだと頭では理解していた。それでも離れたくない。傍そばにいたい。私の世界にはいつも傍にアキラがいてくれた。置いていかないで。

「あのさ、ヒナ」

「……うん」

「いつかまた一緒にいられるようになったら、このマフラー返すから。だから、待ってて」

　アキラには少し派手な赤のギンガムチェックのマフラーに指先を伸のばして、そっと撫なでる。




　駄だ々だをこねても、私たちは今を受け入れることしかできない。

　それならせめて、離れ離れになったときのための支えを作ろう。




「うん。待ってるね」

　それは私とアキラにとっての誓ちかいみたいなものだった。不確かな未来を信じて、私たちは見つめあう。

　寒空の下もと、ほんの一いつ瞬しゆんだけぎこちなく唇くちびるが触ふれ合い、幸せが心を満たしていった。

　照れくさそうにアキラは目を逸そらして、再び私の手をとった。

「ヒナ、帰ろう」

　雨みたいにぽたぽたと零こぼれ落ちる涙なみだを拭ぬぐって、アキラと家路を歩きはじめる。彼と見る風景を、彼の表情を忘れないように心に刻み込もう。




　いつか私はこの日を懐なつかしく思うのだろうか。

　中学生の私たちが精せい一いつ杯ぱいの想おもいを伝えあった一日だけの駆かけ落ち。
















[image: アクリルの上で火花が散る　成井露丸]




　水族館の暗がりの中、君はガラス張りの水すい槽そうの中で泳ぐノコギリエイの白い腹部を目で追っていた。水槽の前のアクリルの手て摺すりに両手を突ついて、僕もそれを見上げている。握にぎる手摺のアクリルは絶ぜつ縁えん体で、電流を通さない。だから僕の中の電気は逃にげ場を失う。

　手摺の上に広げた僕の左手の中指の先、五センチメートルの所にピンと伸びた君の右薬指がある。その君の薬指の付け根には銀の指輪が煌きらめいている。それは僕の親友の柾まさ尋ひろが去年のクリスマスに君に買ったものだ。




　アクリルの上、僕の中指の先と君の薬指の先の空くう隙げきに僕は視線を落とす。その微かすかな断絶ギヤツプが、今の僕にとっては生々しい程ほどに現実リアルだ。

　君の横顔を見み遣やると、耳を覆うソバージュの隣で色白の頰ほおを膨ふくらませて、無む邪じや気きな笑えみを湛たたえていた。少女の瞳は好こう奇き心しんの色しき彩さいを映す。水槽の中の魚群の遊泳は、僕たちに本能的な刺し激げきを与あたえているようだ。

　両手を水槽前の手摺に置いたまま、君は「わぁ」と声を漏もらした。




　──津つ倉くら都みやこ




　それが君の名前だ。僕の一番仲の良い親友、成なり田た柾尋の大切な彼女だ。

　僕の視線を感じたのか、君はこちらを振ふり向いた。目が合う。唇の端はしに笑みが自然と浮うかび上がってしまう。君は僕の顔を「ん？」と疑ぎ問もん符ふと共に覗のぞき込む。僕も少しだけ首を傾かしげる。特に君の瞳から目を逸そらす必要性は感じない。

　君は自然とアクリルの手摺の上に目を落として、僕の中指の先と君の薬指の先の間に横たわる空隙に気づく。その空隙は五センチメートル。長いのだろうか。短いのだろうか。

　アクリルの上の断絶ギヤツプに、電流は漏れて、見えない火花が散っている。

　そして、君はその右手で手摺を握ったまま、もう一度、僕の顔を見上げた。

「魚。一いつ杯ぱいだね」

「そうだね。水族館って感じがするね」

　僕は斜ななめ上に視線を動かす。水槽の青い世界の中の魚たちの群れを視界の中心に据すえた。君の方を見ていなくても、君が同じように青い世界を見み詰つめているのを、僕は周辺視野で知覚している。

　何十匹ぴきという多種多様な魚が大きな水槽の中で駆け巡めぐる。




　──ユラリユラリ、スルリスルリ、ドルッドルッ




　小さな魚は群れを成す、大きな魚は一匹で泳ぐ。数匹で泳ぐ中程度の大きさの魚も居る。その内、どの魚がオスで、どの魚がメスなのかは僕には分からない。魚のことは詳くわしくないのだ。でも、この水槽の中でメスの魚とオスの魚が交こう尾びをして、子供を生むってことくらいは分かる。

　どの魚がどの魚とカップルだとか、そういうことを、この青い世界はどうやって管理しているんだろう。凡あらゆる生命の世界は不思議に満ちている。魚だって、人間だって、きっとそうだ。




「高校三年生の修学旅行で水族館だなんて、子供染じみているなって思ってたけど、面おも白しろいね」

　青い世界を見上げる君の呟つぶやきに、僕はコクリと顎あごを引く。

「何なんだろうね。無条件に惹ひかれるよね」

「そうだね。こんな形で狭せまい空間に閉じ込めちゃっているのは申し訳ない気もするけど、惹かれちゃうね。何だろう、これ？」

　そう言って左手を口元に当てて、君は少しだけ首を傾げる。広げた君の右手は手摺の上に置いたままだ。指輪の光る伸のびた右薬指。僕の左中指は真っ直すぐにそこに向かって伸びていて、手摺はきちんと親指と小指が握っている。また火花だ。




「何？」

「う～ん。……なんか、いい言葉が見つからないや」

　君は茶ちや目めっ気たっぷりの瞳ひとみで申し訳なさそうに肩かたを窄すぼめた。

「そっか」

「うん、そう」




　そう言う君の肩越ごしに僕の親友の姿が見えた。

　柾尋はカメラのファインダーを覗き込んで、水槽の世界のベストショットを撮とろうとしている。右肩からは売店で買ったお土産みやげの袋ふくろが二つぶら下がっている。柾尋の分と、君の分だ。「優やさしい彼氏だな」って、いつも思う。

「でも、『無条件に惹かれる』っていうのは分かる。なんとなく分かるわ。魚の群れに、人間の原初的な感性が、何かを本能的に感じるのかもしれないね。自由そうで自由じゃなくて、生態系の中で一いつ生しよう懸けん命めいで、群れの中で泳いでいる魚達に。私達」

「なんか、あるよね。何かに惹かれる時って、頭で考えるんじゃなくて、本能的なところで既すでに惹かれている、みたいなね？　あ、ちょっと、気き障ざすぎるかな」

　僕はそう言ってノコギリエイの白い腹部を再び目で追う。君は僕の視線の先を辿たどって、ノコギリエイの白い腹部に到とう達たつすると、僕と一いつ緒しよになってそれを目で追う。

　するとノコギリエイは四匹の魚の群れに飛び込んだ。その四匹は突とつ進しんを避よけるように、散り散りに分かれ、それぞれが岩場の裏へと消えていった。しばらくすると、何事も無かったように岩の裏から番つがいが二匹ずつ、何食わぬ顔でスルリスルリと抜ぬけ出て来た。

　ノコギリエイもまた、何事も無かったように水面の光ある上方へと昇のぼって行った。大きな水槽の上方は屋外に繫つながっている。そこには太陽の光が差し込み、ノコギリエイの姿は光の煌めきの中で、何だか神聖にさえ見えた。




　──無条件に惹かれる




　その響ひびきが、僕の中で残ざん響きようとなって聞こえていた。もしかしたら君の中でも。

　ただ、その残響も、僕を現実に引き戻もどす甘ったるい音声によって搔かき消された。

「ねぇねぇ」

　背中から声を掛かけられて我に返った。

「この建物出たら何処どこに行くの？」

　彼氏に甘える女子高校生の、なんとも退たい屈くつそうな声だ。

　振り向くと、僕の右みぎ隣どなりで幼おさな馴な染じみの西にし条じよう結ゆ衣いが、右手に持ったスマートフォンで水族館の案内アプリをスワイプしていた。

　結衣は魚群の観察に興味を失ってしまったようだった。黒くろ髪かみのポニーテールを背中にぶら下げながら、彼女の視線は既に、鮮あざやかな青い水槽ではなく、煌こう々こうと光るスマートフォンの画面に吸い寄せられている。

　画面が切り替かわる毎ごとに自発光する画面の光に照らされて、結衣の顔は暗がりの中で不気味に浮かび上がっていた。




　西条結衣は僕の彼女でもある。

　小学校一年生の頃ころからの幼馴染みだが、高校二年生の秋、文化祭の季節に、彼女が僕に告白してくれた。僕がそれを受け入れたので、正式に彼氏彼女として付き合う事になったのだ。

　中学の半ば頃から彼女の中では僕に対する友達としての感情が、恋こい心ごころに変わっていたという。そう彼女自身が言っていた。僕自身は、彼女の変化に全く気づかないまま、実は、三年以上の時間をのうのうと結衣の隣で友達として生きていたのだ。鈍どん感かんにも程ほどがあるといったところだろうか。




　彼女に告白された時、正直に言って、驚おどろいた。でも、同時に、もちろん嬉うれしくもあった。だって、誰だれかに面と向かって「好き」って言われるなんて、人生の中でもそうそうある話じゃあない。少なくとも僕にとっては初めての経験だったのだ。

　幼馴染みと彼女という存在の違ちがいは一体どのようなものなのか？　そういうことさえまるで分からないままに、結衣の告白を受け入れて、僕達はカップルになった。




「お土産屋さんにはもう行ったし、売店にソフトクリームでも食べに行く？　あ、このペンギンさんのソフトクリーム可愛かわいい！」

　スマートフォンの館内マップをタップして出てきた売店のページを、結衣は僕に見せつける。僕は右手でそのスマートフォンを受け取って覗のぞき込んだ。

　きっと今、暗くら闇やみの中でスマートフォンの光に照らされて、僕の顔も不気味に浮うかび上がっているのだろう。心の無い幽ゆう霊れいのように。




「結衣は食いしん坊ぼうだからなぁ」

「いいじゃん。何も水すい槽そうの中の魚を食べちゃおうって言うんじゃないんだから」

　そう冗じよう談だんを言って、結衣は悪戯いたずらっぽく唇くちびるを尖とがらせた。

「しかも、これ、販はん売ばい時間と数の制限あるみたいだから、早く行かないと売り切れちゃうかもしれないんだよ～っ」

　僕は「わかった、わかった」と溜ため息いきをついて、スマートフォンを結衣の胸むな元もとへと突つき返す。限定商品とか正直どうでも良い。

「あ、ペンギン・ソフトクリームだろ？　俺もそれ食べたい。来る前にブログで見てたんだった。絶対並んでると思うぜ。名物だから。俺の見てたブログだと平均15分待ちだとか書いてあった」

　結衣の言葉を耳みみ聡ざとく聞きつけた柾尋による援えん護ご射しや撃げきが僕の背中の方から飛んでくる。柾尋は僕と違って限定商品に弱い男だ。

「都も、もう切り上げて、売店の方に行かない？」

　柾尋がお願いをするように、津倉都の顔を覗き込む。君は困こん惑わくした表情を浮かべて、少しだけ考えるように首を傾かたむける。

　でも、きっと、こういう時、津倉都は断らない。




　高校二年の時に付き合いだした成田柾尋と津倉都。二人と同じクラスになってから、柾尋と君の仲の良いところを毎日目にするようになり、半年が過ぎた。僕も大体、二人の関係、行動パターンは理解してきたつもりだ。

　津倉都は、柾尋を立てて、彼の意見を尊重するのだ。一方で、柾尋は自分から率そつ先せんして君の荷物を持ったり、優しい声を掛けたりする。その反面、時々衝しよう動どう的てきに動く柾尋の我が儘ままを、笑え顔がおで許容するのが君。その調和の取れた関係こそが『学年で一番のお似合いカップル』と呼ばれる所以ゆえんなのだ。

「でも、深海魚コーナーは、出来たら見ておきたいんだけど？　僕、結構、楽しみにしてたし」

　僕はそう言って、アクリルの手て摺すりに左手を突いたまま、体の面を柾尋の方に向ける。君の肩かた越ごしに柾尋と目を合わせる。僕の周辺視野の中で、君が曖あい昧まいな笑みを浮かべているのが知覚される。




「え～、でも、ペンギン・ソフトクリームは要チェックだよ～っ！」

　今度は、僕の背後から結衣が唇を尖らせた。二メートル先では柾尋が、そうだそうだ、と何度も同調するように頷うなずいている。僕は右手で頭を押さえて「どうしたものか」と少し思案する。

「都はどっちなの？　ペンギン・ソフトクリーム行く？　それとも、深海魚が絶対に見たい？」

　柾尋が、少しだけ前まえ屈かがみに、津倉都の顔を覗き込んだ。

　──いや、それはずるいだろ、柾尋。

　案の定、少し困った表情を浮かべた後に、津倉都は優やさしい笑顔を作って、寛かん容ような言葉を吐はき出すためだけに唇を動かし始めた。しかし、僕はそれを越えて先回りする。君の唇が柾尋の導きに促うながされて音を鳴らす前に、僕は先手を打つのだ。その唇を止めるのだ。




「じゃあさ、結衣。僕は深海魚コーナーを見てくるから、先に行って、柾尋とペンギン・ソフトクリームの列に並んでおいてよ」

　僕は体の向きは変えずに首だけで振ふり返り、結衣の顔を覗き込んだ。少し目を見開いた後に、結衣は「グッド・アイデア」とばかりに親指を立てる。どうやら、飽あき飽きした水族館を抜ぬけ出して、売店に向かえさえするのなら、何だって良いらしい。柾尋も「しゃぁねぇなぁ～」と頭を搔いて、首から下げた一眼レフのレンズマウントに「撮さつ影えい終しゆう了りよう！」とばかりにキャップをはめた。そして顔を上げて君を見る。

「都も行く？　それとも残って、こいつと深海魚見ていく？」

「いいの？」

　津倉都は柾尋の表情を上うわ目め遣づかいに覗き込んでいる。お願いをするように。

　柾尋はカバーを掛かけたカメラから離はなした両手を腰こしに当てて「良いに決まってるじゃん」と無む邪じや気きで爽さわやかな笑顔を返した。

　君は柾尋の表情を確かく認にんしたあと、視線を動かして僕の顔を見る。君の視線が滑なめらかに暗がりの中を這はって軌き跡せきを描えがく。その軌跡の下に、僕の中指の先と君の薬指の先の空くう隙げきが存在する。君の視線は一度その空隙を捉とらえ、そして、最後に僕の双そう眸ぼうの上に到とう達たつした。僕はその眼まな差ざしを受け止める。




「大だい丈じよう夫ぶ？」

　君はアクリルの手摺の上に開いて突いた右手に重心を乗せる。少しだけ体を寄せて、僕を覗き込む。アクリルの手摺の上で、指輪の光る薬指は真っ直すぐに僕の左中指の先せん端たんに向かっている。僕の中指と君の薬指が繫つながる直線。その距きよ離りは五センチメートル。

「もちろん」

　僕は頷く。

　僕達を囲む二人の前で、その空隙に見えない火花がまた飛び散った。

　でも、アクリルの上で飛び散る火花に、二人はまるで気付かない。




　──じゃあ、ペンギンくんゲットしてくるからね～！

　──連れん絡らくするから電話に出れるようにしておいてくれよ～。




　そう言って、結衣と柾尋は、水族館の暗がりを抜け、外の太陽の光の中に歩いていった。出ていく時に、結衣が大きく伸のびをして、柾尋が手を振るのが見えた。

　二人は付き合いの長い僕の親友と幼おさな馴な染じみ。僕が居なくても、二人で行動することはこれまで幾いくらでもあった。特にあの二人が別行動になっても、何も不自然なことは無い。二人の姿は光の中に消えて、すぐに見えなくなった。

　そして、僕と君は、鮮あざやかな青い水槽の前で、二人っきりになった。




　君はアクリルの手摺に突いた右手に体重を預けたまま、僕の顔を笑顔で覗き込んできた。君のソバージュの髪かみが右みぎ肩かたから背中に流れる。君が見せるちょっとした笑顔で、僕の笑顔は簡単に引き起こされる。それは自分の意識とはまるで異なる、独立した条件反射だった。

　僕は左手の小指と親指を手摺からそっと離し、手の平をアクリルから少し浮うかせ、中指をアクリルの上で這わせるようにして、少しだけ君の薬指へと近づけた。

　空隙は二センチメートルになった。

　その時、宙空にどっと放出された電荷クーロンが、目に見えない火花を激しく散らした。僕の中の電気は、君の薬指に向かって、断絶ギヤツプを越える。

　火花が散る。熱い。君は弾はじかれたように手摺から右手を離し、僕もつられて左手を手摺から離した。火花が柔やわ肌はだの上に飛び散ったのだろう。君は火傷やけどした手を庇かばうように、その右手を左手で覆おおった。頰ほおを赤らめながら。

　戸と惑まどうように僕の顔を見た君は、そして、俯うつむいた。




「……じゃあ、深海魚コーナー。一いつ緒しよに行く？」

「……そうだね」

　俯いたまま君が呟つぶやいて、僕は頷いた。

　深海魚コーナーは、それまでの空間よりも、ずっと薄うす暗ぐらかった。

　白昼の明るい光は深海魚の天敵なのだ。彼らは暗くら闇やみの中で生きている。僕達の知らない様々な姿で。光のない世界で。それでも、捕ほ食しよくし、捕食され、群れを成して、番つがいを作り生きているのだ。




　そんな魚たちの世界に、僕達は、無条件に惹ひかれてしまう。

　そんな魚たちの世界で、僕達は、無条件に惹かれあってしまう。




「はぐれちゃだめだからね」

　薄暗い深海魚コーナーで、僕は君に左手を差し伸べる。

　君は最初、少し驚おどろいた表情を見せたけれど、すぐに悪戯いたずらっぽい、そして嬉うれしそうな表情を浮かべる。

「そうね」

　君は、僕の左手の平の上に、華きや奢しやで柔やわらかな右手を重ねた。

　二人の回路は繫がって、その上を電流が抵てい抗こうなく流れ出す。火花を散らすことも無く。

　薄暗い水族館の中で、僕達は、なにひとつ言葉にはしない。

　言葉にしたって変わらないことがある。変えられないことがあるから。

　僕は、君の柔らかな手をギュッと握にぎり、その手を引いて、暗がりの中へと足を踏ふみ出した。
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　どうしてこんなことになってしまったのだろうと、藤ふじ田た由ゆ季きは思う。

　そもそもは、小学校からの男友達である前まえ原ばら宏ひろ都とが体育祭が行われているグラウンドの片かた隅すみで、隣となりに座っていた由季に言った一言がはじまりだった。




「吉よし田ださん、可愛かわいいよなぁ」

　それを聞いた由季は一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になった。そして、宏都の視線の先の、トラックに立つリレーに出走する直前の「吉田さん」を見た。

　吉田さん。彼女はクラスの女子の中でも、男子に一番人気がある女の子だ。確かに、愛らしく整った顔立ちに爽やかな雰ふん囲い気き。更さらに性格が控ひかえめ、言こと葉ば遣づかいも上品とくれば、男子に好感を持たれて当然である。

　そのような吉田さんのモテっぷりを由季も十分知ってはいたが、宏都までが吉田さんを好きな男子の一人だったなんて。

「へー。マエヒロ、吉田さんが好きだったんだ」

　由季は努めて冷静を装よそおいながら、宏都に言った。

「嫌きらいな奴やつ、いないだろ。お前らと比べて女子って感じするし」

「はぁ？　それ、クラス中の女子にマエヒロがそう言ってたってチクってあげようか」

「…すみませんでした!!」




　さっきまで気にしていなかったグラウンドの匂においが、急に強く漂ただよってきた気がした。ふざけたやりとりをしながら、由季は心中、これ以上ないくらい落らく胆たんしていた。

　由季は宏都が好きだった。それは、小学生の頃ころからずっとだ。小学生の時には宏都のことが好きだという自覚はあっても、その好意をどう表していいのかわからなかったが、中学二年にもなった今、彼氏彼女として付き合うことも本気で考えていた。

　そう、由季は宏都も自分を好いているとばかり思っていたのだ。今まで、そう思っても仕方ないような言葉を、宏都は由季に言ってきていた。「お前は他ほかの女子と違ちがう」とか「お前とは気が合う」とか。

　しかし、その意味するところは、「他の女子と違う」とは「女子として見ていない」ことであり、「気が合う」とは「男女を超こえた友情を感じている」ということだったのだ。




　宏都が異性として好きなのは、平へい凡ぼんな見た目で性格もガサツな自分ではなく、可愛くて淑しとやかなクラスのアイドルだった。

　ごく当たり前の事実を前にして、一瞬でうぬぼれから目が覚めた由季に宏都が聞いてきた。

「フジタは？　どんなのがタイプ？」

　そんなことを言われても、由季が何年も前から好きなのは聞いてきたその人だ。

　宏都が由季のタイプかどうかはわからない。彼に対する想おもいは、周りの女の子が好きな芸能人に対して持っているような気持ちとは、多分、まるで違うものだからだ。

　しかし、他の人に目移りすることなく、彼だけが好きだった。でも、もうそんなことは言えなくなった。

　女子として意識していない相手から好きだと言われても、戸惑うだけだろう。それは仲が良いからこそ余計にで、宏都が由季を女子として見ていなかったと知った今、彼に好きだと告白するのは、気軽に話せる今の関係にひびを入れるだけだと思えた。

　由季はとっさに周りを見回した。視界に、同じクラスの「古こ賀がくん」が映った。クラスの中でモテる代表が女子では「吉田さん」だとすると、男子では「古賀くん」だった。

　彼は小こ奇ぎ麗れいなイケメンで、中学二年にしては背が高く運動神経も良いうえ、思春期の男子としてはありえないくらい女子に優やさしかった。ファンも多く、由季が彼をタイプだと言ってもおかしくない気がした。

「古賀くんかな」

　由季は妙みようにフワフワとした気持ちで答えた。

「そうなんだ」

　宏都は自分から聞いてきたわりに、興味なさそうな平板な相あい槌づちを打った。丁度その時、由季と宏都の視線の先で、吉田さんが一位でゴールテープを切った。




　それからしばらくして、おかしなことが起きた。宏都が由季にやたら「古賀くん情報」を流してくるのである。

「髪かみは短めの方が好みだって。良かったな」とか、「フジタが好きだって言ってた曲、古賀も好きだって言ってたぞ」とかである。

　意味がわからない…と惚とぼけてしまいたかったが、宏都の行動の意味が由季にはわかりすぎるほどにわかった。

　宏都は、由季の恋こいを応おう援えんしはじめたのだ。原因が、体育祭での「好みのタイプは古賀くん」発言にあることは明らかだった。

　由季も善意からしていることだと、最初のうちは宏都の持ってくる古賀くん情報を聞いても「そうなんだ」と軽く流すことができたが、そのうち、宏都が由季を女子として意識していないことをダメ押しで確かく認にんさせられているような気がして、虚むなしく惨みじめな気分になってきた。




　ある日、休み時間に廊ろう下かでいつものように古賀くんの話をしはじめた宏都に、ついに耐たえられなくなった由季は、「もう古賀くんの話とか、いいから」と言った。

「…古賀のこと、好きなんだろ？」

「別に好きじゃない」

　由季は正直な気持ちを宏都に申告した。由季の為ためを思い、気を回していたつもりの宏都である。彼にもし、なんで今までそれを言わなかったのだと非難されたら、今度こそ、本当に好きなのは宏都だと言ってやろう。由季はそう思っていた、のに。

「もっと自信持てよ」

　由季が全く予期していなかった言葉が、宏都の口から発せられた。

「そりゃ、古賀はモテる奴だけどさ。フジタ、面おも白しろいし、性格も悪くない…むしろ良いし、男受けしないからって諦あきらめることないって」

　宏都は由季を、あさっての方向に励はげましてきたのだった。

　由季は呆あきれによるものなのか怒いかりによるものなのか、口元を引きつらせたが、それも宏都には照れ笑いとして片付けられたようだった。




　それ以後、由季はつい、宏都に冷たい態度で接してしまうことが多くなった。

　宏都が由季の恋れん愛あいを応援している風なのが、気にしないでいられないどころか、気に障さわってしまう。宏都に悪気がないのは十分わかっているし、むしろ善意からなのだともわかっていたが、それを優しく受け取れるほど由季は忍にん耐たい強づよくはなかった。

　自分の態度のせいで二人の間に徐じよ々じよに距きよ離りができてしまい、由季は密ひそかな片想いのたのしみまで失ったようで悲しかった。




　宏都との関係がギクシャクしはじめてから二ヶ月が経たとうとしていた頃、由季の耳にある噂うわさが入った。「古賀くんと吉田さんが付き合っている」というのだ。




　ある日曜日、同級生の一人が、学校から急行で三駅離はなれた駅の繁はん華か街がいで、連れ立って歩く古賀くんと吉田さんを見かけたのだという。その同級生が二人に声をかけ、冷やかしぎみに「付き合ってるの？」と聞いたところ、二人はあっさり交際を認めたのだそうだ。

　中学生ともなれば男女交際というのもよく聞く話だが、それがお互たがいにモテている二人に関してだったので、噂はあっという間に広まった。

　由季はこの話を聞いて、これでようやく宏都の口から古賀くんの名前が出なくなるだろうと、ホッとした。しかし、ふと、由季と宏都の仲が微び妙みようになってしまった原因である宏都の言葉を思い出した。

　宏都は吉田さんが好きだったのだ。




　珍めずらしく宏都と由季の二人とも部活動が無く、偶ぐう然ぜん帰り道で一いつ緒しよになった時だった。しばらくは枯かれ葉が落ちた道路を歩きながら、昨夜ゆうべ見たテレビ番組の話や、近々行われるテストの話をしていた宏都と由季だったが、ふと、会話が途と切ぎれた時に宏都が言った。

「古賀が吉田さんと付き合ってるって…残念だったな」

　もし、古賀くんの相手が吉田さんでなければ、由季はまた、言ってもわからない宏都に怒りを覚えたかもしれない。しかし、古賀くんの相手は吉田さんだ。由季が古賀くんがタイプだと言ったのは、宏都への好意を誤ご魔ま化かすためでしかなかったが、宏都の方は本当に吉田さんが好きだったのだ。

　好きな相手が他ほかの男子と付き合っていることがわかって、自分だって傷ついているだろうに、友達をいたわってみせる宏都の優しさに、由季はやっぱり好きだなぁと思った。




「マエヒロも、残念だったね」

「……え？」

「吉田さんのこと、好きだったのに。でも、大だい丈じよう夫ぶだって。マエヒロの良さわかってくれるコもそのうち……」

　由季が話している途中で、足を止めた宏都が「ストップストップストーップ！」と遮さえぎってきた。




「えーと、あの、フジタサン、何言ってるの？」

「え？　だから、マエヒロだっていいトコあるんだからきっと…」

「そうじゃなくて、その前。俺が吉田さんのこと好きって、何？」

「何って…前に言ってたじゃん。わたしに、吉田さんが好きだって」

「言ってない」

「言ってたよ。体育祭ん時」

「言ってない」

　由季は、記き憶おくを辿たどった。そういえば、「吉田さんが好き」という言葉は宏都の口から出ていなかったような気がしなくもない。

「でも、『可愛かわいい』って言ってた」

「それは言ってたかもだけど、『可愛い』と『好き』は別物だろ」

　由季はこの時、ようやく自分の勘かん違ちがいに気付いたのだった。

「まぎらわしい」

　八つ当たり気味に、由季は吐はき捨てた。

「なんだよ。勝手に勘違いしといて」

「そうだよ！　勘違いだよ!!　でも、『可愛い』って普ふ通つう、『好き』って思うでしょ？　だから、マエヒロが好きなのはわたしじゃなかったんだって思って…」

「へ？」




　宏都の間ま抜ぬけな反応で、由季は自分が余計なことまで言ってしまったことに気が付いた。だが、勝手に勘違いして動どう揺ようし、誤魔化して勘違いされて落ち込んで…一連のことが全すべて馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてきた由季は、えいやとばかりに本当の気持ちを宏都に曝さらけ出した。




「わたし、マエヒロと両りよう想おもいなんじゃないかって思ってたんだ」

「両想い…。フジタ、古賀が好きなんじゃなかったのかよ」

「それだけど、古賀くんが好きだなんて言ったこと、一度もないんですけど」

「でも、タイプだって…」

「『好き』と『タイプ』とは違います」

　本当はタイプですらなかったが、それを説明するのは余計にややこしくなりそうだったので省いた。

「なんだよ、それ。俺、お前のためだと思って古賀のこと…」

「だから『好きじゃない』ってちゃんと言ったじゃん！」

「そうだけど…」

　納なつ得とくのいかない様子の宏都を置いて、由季はさっさと歩き始めた。お互いの勘違いを言い合う流れにはなっているが、実質的に告白をしてしまったことが、恥はずかしくなってきたからだった。

　宏都はすぐに追いついてきて、横にいる由季に言った。

「フジタも、俺にとっては可愛いから」

「……『可愛い』は『好き』とは違うもんね」

「ばーか。『俺にとっては可愛い』は『好き』と同じなんだよ」
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　屋上の強風に煽あおられながら、俺は低くうなった。

「だめだ……なんつーか、噓うそくさい」

　思い通りの言葉が打てず苛いら立だち、メッセージアプリの文字をざくっと消した。




　九月の三週目。秋雨あきさめ前線の影えい響きようでここ数日どんよりした曇くもり空が続いていた。

　時折、サッカー部の威い勢せいのいいかけ声やテニス部の打球音が聞こえてくる。

　グラウンドが狭せまく他部と交代使用のため、俺の所属する陸上部は毎週月曜日がオフだ。

　なんのしばりもなく楽しく過ごせる日だというのに、心は空と同じで暗く冴さえない。

　ため息をつくと、寄りかかっていたフェンスがきしんだ音をたてた。




　帰るか。突つっ立っていても時間の無む駄だだ。

　俺は歩きながらスマホを制服のポケットにしまい、校舎の屋上に続くドアを勢いよく開けた。

「きゃあっ」

「えっ？」

　ドアノブを引いた瞬しゆん間かん、俺の胸に女の子が転がり込んできた。

　とっさに腕うでを伸のばし受け止める。

　ドアの内側にもたれていたようで、体勢を整える間もなく外側に──つまり、俺のほうへ倒たおれてきたのだ。大丈夫か、と言いかけて一いつ瞬しゆん固まった。

　腕の中の女の子は、先週の金曜日に大ゲンカした紗さ菜なだった。




「なんでこんなところに」

　心の準備ができていないときに現れるなんて反則だ。

　心臓がバクバクと派手に早はや鐘がねを打つ。

「藤ふじ野のくんこそ、わざわざひと気のない場所でスマホ片手に何してるの」

「のぞいてたのかよ」

「人聞きの悪い。たまたま屋上に来たら、藤野くんがいただけよ」

「あ、そ」




　場が和なごむ会話しろって。

　わかっているのに素す直なおになれず、よそよそしい態度をとってしまう。

　さっきのメッセージだって、謝ろうとしてたんだ。

　けど、上手うまく言葉が綴つづれず送信できなかったなんて情けなくて言えない。

　ケンカのきっかけは、ささいなことだった。意地の張り合いでどんどんエスカレートして、最後には「今生の別れ」みたいに泥どろ沼ぬま化か。

　それが金曜日で、謝るタイミングを逸いつしたまま悶もん々もんと週末を過ごし、今日に至る。

　謝ればなんとかなりそうな気がしてた。

　でも実際会ったら、漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふが生まれた。

　ふたりの繫つながりは、完全に切れてしまったんじゃないかって。




「帰るの？　藤野くん」

　無言で一歩踏ふみ出した俺に、紗菜が問う。

　その声に微かすかなとげとげしさを感じて、意固地になった。

「俺がいなくなってせいせいするだろ。じゃあな」

　視線も合わさず、紗菜の前をすっと横切った。

　胸がきりっと痛んだのは無視だ、気のせいだ。

「藤野くん」

　小さく名前を呼ばれ、足を止めた。不安な気持ちで振ふり返る。

　すると、数歩後ろで紗菜が目を潤うるませながら俺を睨にらんでいた。

「な、なんだよ」

　一瞬ひるむ。紗菜は口を引き結び、トートバッグから一冊の本を取り出した。

　区立図書館のバーコードがついた古めかしいハードカバーで、白かっただろうその本はセピアにくすんでいた。

　差し出された本の意味がわからず呆ぼう然ぜんとしていると、紗菜が堪たえかねたように押しつけてきた。ずっしりと重みのある本だった。




「藤野くんが読みたがってた本。もう興味ないかもしれないけど……一応、約束したから渡わたしておく。じゃあね！」

「は、約束って？　おい紗菜！」

　一方的に話を切り上げ、紗菜が早足で階段を駆かけ下りて行く。

　ここは追うべきか。いや追ったら追ったで、うっとうしがられるだろう。

「ああもう、」

　約束ってなんだよ。腑ふに落ちないまま本に視線を落とすと、タイトルは『エックハルト童話集』と記されていた。児童書だ。

　これ、もしかして……パラパラとページをめくると、俺が小学生のころ好きだった物語が収められていた。




　──「三つのお願い」。

　願いを叶かなえてくれる卵を探しに旅立つ少年と少女の話で、苦難を乗り越こえ卵を見つけた少年たちは、孵ふ化かした金色の鳥に願いを三つ叶えてもらう。

　その最後の願いが何だったのか、どうしても思い出せないでいた。

　いつだったか紗菜に話した覚えがある。作者もどの童話集に収められた物語かも忘ぼう却きやくの彼方かなただった。

　にもかかわらず、俺の話の断だん片ぺんを拾って繫ぎ合わせて、紗菜は図書館から探し出してきてくれた。

「まいった……見事なフェイント」

　嬉うれしさと申し訳なさが入り混じった気持ちで、懐なつかしく、そして愛いとおしくページをめくった。

　そうだ。最後の願いは確か──思い出しかけた瞬間、本の間からひらりと何かが落ちた。コンクリの床ゆかに落ちたそれを拾い上げ、俺は絶句した。

　写真だ。しかも俺の。のんきに笑ってやがるし。

　どういう趣しゆ向こうだよと面めん食くらいながら写真をひっくり返すと、ネイビーのインクでメッセージが書かれていた。




『藤野くんのことが、好き』




　心臓が止まるかと思った。どうしてだよ。ケンカしてひどいこと言ったのに。

　すごく傷つけたのに、何で俺のこと、好きだなんて言うんだよ。

　弾はじかれたように俺は階段を駆け下りた。いても立ってもいられなかった。

　紗菜はまだいるだろうか、校舎のどこかに。それとも帰ってしまったか。

　三階から二階の教室に走る。いない。さらに一階まで駆け下りた。

　好き……その後に書かれていた言葉が、俺を責める。




『わたしたちはこのまま変わり続けて、他人になっていくのかな。特別だった時間は、炭酸の泡あわみたいに簡単に消えて、二度と戻もどらないのかな。それでも、藤野くんのことが、好きだったよ』




　紗菜の馬鹿ばか。過去形かよ。

　胸の奥を細い針で突つかれたような痛みが走った。くそ、と自分に毒づく。

　つくづく馬鹿なのは俺だ。意地を張っていた数分前の自分が恨うらめしい。

　息を切らしエントランスまで走ったものの、紗菜を見つけることはできなかった。

　陸上部が休みの今日は部室にもいないだろうし。




　ガラス張りの扉とびらの前に立ち外を見ると、いつの間にか雨が降り出していた。

　サッカー部のやつらは撤てつ収しゆうもせずゲームを続行してる。

　地面に叩たたきつけられる雨音が、だんだんと大きくなっていく。

　なにやってんだろ、俺。不器用な自分に嫌いや気けがさす。

　屋上で会った時、思い切って謝れば良かったんだ。

　そうしたら、本を探してくれたお礼もすぐにできた。

　紗菜の思いやりがどれだけ嬉しかったかも、すぐに伝えられた。

　なのに俺は追いかけるのをためらった。




　本当に終わりかもしれない。そう覚かく悟ごしたとき、

「藤野くん……」

　ためらいがちに声を掛かけられ、はっとして顔を上げた。

　整然と並んだロッカーの横に立っていたのは紗菜だった。

「紗菜、もう帰ったのかと」

　俺は短く安あん堵どの息をもらした。

「雨が急に降ってきたから、小降りになるまで待とうかと思ったの」

「良かった、会えて。これ、読んだよ」

　本を掲かかげながら駆け寄ると、紗菜が不思議そうに俺を見た。

「『三つのお願い』？　もう読んだの？」

「違ちがう、メッセージのほう」

　閉じた本を開き写真を取り出すと、紗菜が目を見開いて頰ほおを真っ赤に染めた。

「これ……！　ないと思って探してたの！　どこにあったの!?」

「本に挟はさまってた」

「うそぉ。忘れて、忘れて！　これは、藤野くんに渡すはずじゃなかったの。秘密だったの！」

　あわてて紗菜が、俺の手から写真を取り上げた。その動どう揺ようっぷりが可愛かわいい。

「秘密って言っても、もう読んじゃったし。紗菜の気持ちも忘れなきゃだめなのか」

　紗菜が困こん惑わくした表情で俺を見上げる。




「わたしの気持ちって……」

「俺のことが好きって書いてあった。それ、もう時効？」

　だったら嫌いやだなと思いつつ、紗菜の答えを待った。

　間が怖こわい、早く何か言ってくれ。

「時効なわけ、ないじゃない」

　じわっと紗菜の瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれた。

「ケンカして、すごく、すごく、後こう悔かいしてたんだよ……わたし、素す直なおになれなくて。藤野くん、ごめんね」

「泣くなよ。謝るのは俺のほうなんだから」

　素直じゃないのも俺のほう。しっかり伝えろ。後悔するのはもう嫌だ。




「ごめん」

　ようやく、言えた。言葉にできた。

　俺の中に滞とどこおっていた重たい気持ちが、すっと軽くなる。

「本探してくれて、ありがとな」

　紗菜のおかげで思い出したんだよ。三つ目の願いが何だったのか。

　俺もいま、同じ願いを心に描えがく。




　──大人になっても、ふたり一いつ緒しよにいられますように。




　九月の雨は、まだ止やむ気配はない。
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「しいちゃんさ、河かわ村むらのこと好きだったでしょ」




　なんの前まえ触ぶれもなくかおりちゃんがそう言ってきた瞬しゆん間かん、私は自分の耳がかっと熱くなるのを感じた。

　まだ寒さも残る早春。

　最後も最後、中学三年の、卒業式の帰り道。

「なに？　河村って誰だれ？」

　興きよう味み津しん々しんで食い付いてきたのは、隣となりのクラスの華はなちゃんだ。

　私とかおりちゃんと華ちゃん、近所に住んでいる三人は中学校生活の間、登校も下校も一緒だった。それ以前だってずっと付き合いがある、いわゆる幼なじみだ。だからなのか、いつの間にか実の姉妹同士のような馴なれ合いが生じて、かおりちゃんは時々私に小さな意地悪をする。

「やっぱそうなんだ？」

　黙だまり込んでしまった私の横で、かおりちゃんは卒業証書の筒つつを両手で弄もてあそびながら、だと思ったあ、とからかうように笑った。

「しいちゃんがねえ」

「あとで卒業アルバムで確かく認にんしなよ」

　二人の好こう奇きの目に晒さらされながら、否定も肯こう定ていも出来ず、私はただ真っ赤になって怒おこった顔で通学路を歩き続けた。




　家に帰った私はただいまも言わずに自分の部屋へ直行した。恥はずかしさからそのままベッドに倒たおれ込む。

　ばふんという柔やわらかな音をたてて、ベッドは私の体重から、持ち帰った荷物から下級生にもらった花束から、すべてを吸収して包み込んだ。

　視界の端はしに、紺こん色いろの表紙の卒業アルバムが映った。

　体を起こしてそっと開いてみる。

　清し水みず千ち夏なつ。

　緊きん張ちようしてカメラのレンズを睨にらんだ私の顔写真は、口をきゅっと真一文字に結んでいてあんまり可愛かわいくない。

　写真うつりが悪いといつも思うけれど、そう言う人は実際の姿よりも自分が可愛いと思っているからなんだと、誰かが言っていた。




　嫌になって目線を下に移す。

　左目の下のほくろ。かたそうな短い髪かみに、細い輪りん郭かく。瞳は優やさしい感じだ。

　河村悟さとる。

　河村はちっとも緊張していない。クラスメートに向けるそのままの視線を、カメラにも向けていた。




　──河村のこと好きだったでしょ。




　好きだったけれど。

　でも、かおりちゃんや他ほかの女子たちが言うような好きとは違ちがうと思う。

　ああいう軽いアイドルの追っかけの延長みたいなのとは違う。

　だから、あのとき〝うん〟と言ってしまうのは、そういうのと同義になってしまいそうで嫌だった。

　いや、本当はそうやって開き直る余よ裕ゆうもなかったけれど。

　私はただ、河村の優しい真ま面じ目めなところが好きで、にこっと笑ったときの照れた感じが好きなだけだった。顔が好みとか、そういうんじゃなかったんだ。

　告白したいとか付き合いたいとか、そんな大それたことを望んでいる訳でもなかった。私はただ、話がしたかった。

〝おしゃべり〟ではなく、話──腰こしを落ち着けて、どっしりと構えて、深い深い話がしたかったのだ。

　胸がきゅうと鳴る。

　かおりちゃん、私が河村を好きなこと知ってたんだ。

　そして、私がそのことを誰にも知られたくないと思っていたこともきっと知ってた。なのに華ちゃんもいるところであんな風にバラすことないと思う。

　いずれにしても、河村とも、かおりちゃんとも、華ちゃんともお別れ。みんな別々の高校へ行く。

　高校が違えば、近所に住んでいてもきっともうあまり会うこともなくなってしまうのだろう。




「千夏ぅ、帰ってるのォ」

　台所からお母さんの声がした。

　お母さんの声は落ち込んでいる娘むすめの気持ちなんか露つゆ知しらず、気が抜ぬけていてのんきだ。帰ってるぅ、私は雑に叫さけんで「ただいま」の代わりにした。

　台所へ行くと、慣れ親しんだ匂においがたちこめていた。

　お母さんも卒業式に出席したはずなのに、私よりもひと足もふた足も先に帰って、もういつものエプロン姿で野菜を炒いためている。

「あのね、これ貰もらったの」

　私は花束を持って台所をうろうろする。

「ほら、あそこに花か瓶びんあるから。あれに挿さしとき」

「あとね、卒業アルバム。上うわ履ばきも持ち帰ったけど、もう要いらない」

「はいはい。で、卒業証書は？」

「え？」

「卒業証書」

　私は思わず目を見開いた。

「あ」

　まさか、とお母さんは手を止めて私を見る。そうして私の心を読んだかのように溜ため息をついた。

「──じゃあとにかく、お昼食べて。食べたら学校へ取りに行きなさい」




　下級生たちは卒業式の片付けをしていた。

　それを横目で見ながら通り過ぎて、まだこの学校に通える彼らが羨うらやましいな、と思う。私は不安だ。

　私は新しい環かん境きように慣れるのに時間がかかるタイプだし、中学を離はなれるのはやっぱり寂さびしい。

　三年生の校舎はしんとしていた。

　午前中の、賑にぎやかなおしゃべりやみんなのすすり泣き、先生の最後の挨あい拶さつが響ひびいていたのとおなじ教室とは思えない。

　卒業証書はすぐに見つかった。私の椅い子すの上にぽつんと置き去りになっている。机の上にでも忘れていれば誰かが気づいてくれただろうが、ちょうど陰かげに隠かくれて見えなかったのだろう。

　用件が済むとそそくさと学校を後にした。




　これでほんとうに、最後。

　帰り道、私はろくに景色も見ずに自分の頭の中の考え事に没ぼつ頭とうしていた。

　どうして、女の子は恋愛系の話が好きなんだろう。

　どうして格かつ好こ良いい人とか先せん輩ぱいとかに憧あこがれるんだろう。

　そして好きな人をどうして公言出来るのか。何とか君が好きなの、とかどうして友達に言えるのだろうか。

　その為ために、おしゃれをするのか。可愛い仕草をしてみるのか。

　そのきめ細やかな心配りが裏返ると、ねちっこい巧こう妙みような意地悪へと変化するのか。

　私は女子失格だ。自分の動きやすさ重視の私服や、耳の横辺りで適当に二つに分けた髪かみ型がたのことを思う。

　意地悪じゃないのは良かった。けれど、おしゃれじゃないし、考えている内容が他の女の子達とずれている。




　化け粧しよう品の話とか、男の子のこと、グループ内の誰だれかのうわさ──そういう話題が私には窮きゆう屈くつで、息切れがする。

　私のその空気は言葉なしでもあっという間に伝わる。だから当然周りから、浮うく。

　どうしてなんだろう。

　小説の中の世界では、あんなに簡単に、頻ひん繁ぱんに深い話が出来ているというのに。

　私も彼らみたいに、将来のことや人生のことを話せる相手が欲しいのに。

　河村はどうだろう。

　河村はそういう事、考えたりするだろうか。




「清水さん？」

　突とつ然ぜん、誰かから声を掛かけられた。

　聞き憶おぼえのある声。

「やっぱり清水さんだ」

　振ふり返って、私は息をのんだ。

　当の河村がすぐ後ろに立っていたのだ。

　途と端たんに私の体はこわばる。心臓の鼓こ動どうがはやくなる。

　河村。私の好きな河村。

「今帰り？」

　河村には、他の男子にありがちな思春期特有のはにかみみたいなものがない。誰かれなしに優やさしくて、落ち着いている。

「あの、ちがくて。一回帰ってて」

　予期していない河村の登場に、私は動どう揺ようした。

　何をどう答えたら良いのか、何をしたら良いのかがまるきり分からない。私は黙だまって硬こう直ちよくしてしまった。

　嫌いやだ、と思う。

　河村は私に対しても、クラスメートとして普ふ通つうに接してくれていた。

　でも、心の中では私のことをきっと変な奴やつと思っていただろう。だってそれはほんとうのことだ。それを最後まで河村の頭に印象づけることになってしまうのが嫌だった。

　私が黙り込んでいると、河村は困った笑え顔がおをつくった。

「迷子になってる犬がいて」

　彼は唐とう突とつにそう言った。

「え？」

「この犬」

　河村に意識が行き過ぎて全く見えていなかったが、彼の腕うでには茶色の小型犬が抱だかれていた。青いきゃしゃな首輪をはめているところを見ると、どうやら室内犬らしい。

「道路の端はしにいて轢ひかれそうだったから」

　どうやら河村が保護したようだ。

「どこの犬か知ってる？」

「ごめん──わかんない」

　そっか、と河村はかるく言った。

「もう少し捜さがしてみる。呼び止めてごめん」

　じゃあ、と言って彼はどこかへ行こうとした。




「待って」

　なぜだろう。はじけたようにぽんと声が出た。

「待って、ちょっと待って」

　河村はきょとんとした顔で私を見る。

「もしかして、まだ家に帰ってないの？　お昼も食べてないの？」

　まあ、うん──と河村は曖あい昧まいに返した。

「うちも犬飼っててさ。で、この犬も放ほっとけなくて」

　それで今までずっと飼い主を捜していたということか。

「優しいね」

　普ふ段だんならどきどきして言えないような言葉を、すんなり言えた。

「私も手伝うよ。飼い主捜すの」

　私と河村は近所の家々のチャイムを鳴らしては飼い主の所在を尋たずねてまわった。

　飼い主を知っているという人はなかなか現れなかった。




「卒業式の日にこんなことするなんて思わなかった」

　そう言って、河村は笑った。

　彼はもう、クラスメートではない。私の右手にある卒業証書がそれを証明している。

　もう、何の関わりもなくて。

　この先も接点はなくて。

　今はただ、この小さな犬を通してのみわずかに繫つながっているだけで。

「北きた山やま高、受かった？」

「うん、受かった」

「わ！　凄すごいね」

「紛まぐれだよ」

　私は首を振った。河村がこつこつ勉強して努力していたのは見てきて知っている。

　私たちはとりとめのない話をして犬を抱かかえて歩くだけだった。ほんのそれだけ。

　ほんのそれだけ、なのだけれど。

「清水さんと、あんま話したことなかったね」

　犬を撫なでながら河村は言った。




　河村はともかく、私は話さないのではなく話せなかったのだ。

　好きだから近づきたいのに、好きだからこそどう近づけば良いのかわからずに遠ざかるとはなんという矛む盾じゆんだろう。

　河村と深く深く話したいという願いからなんと遠ざかったことだろう。

「中学校生活って短すぎるよなあ。今日、もう卒業、ってびっくりした。きっと高校生活もそんな風に過ぎていって、進学か就職かってなって。そうしている内にハタチとかになっちゃうのかな」

　あとせめて一年くらいは中学生でいいのに、河村はそう言った。

「それは、もっとゆっくり進みたいってこと？　それとも新しい生活が不安ってこと？」

「それもあるけど、今になって、やり残したことがいっぱいあるなあ中学で、と思って」

「ふうん」

　中学でやり残したこと。

「私もあるなあ」

　河村ともっとこうやって話せたらよかった。

「私は結構高校生活、不安だよ。私変わってるから他ほかの女の子から浮いちゃうかもしれないし」

　たぶんそれは確実だ。




「大だい丈じよう夫ぶなんじゃない」

　期待していなかった返答に、私は思わず河村を見上げた。

「え？」

「清水さんて、そのまんまじゃん。飾かざってないし、素す直なおだし。だから」

　河村の言葉を、私は最後まで聞くことが出来なかった。

　ふいに誰だれかの叫さけぶ声が聞こえた。




「すみませーん！」

　声のした方を見ると、五、六十代の女性が小走りにこちらへやって来る。私達のところに到とう着ちやくする頃ころには、すっかり息を切らしていた。

「ご免めんなさい、その子ウチの犬なんです」

　私と河村は顔を見合わせた。

「中学生が迷い犬の飼い主を捜してるって聞いて……。ずっと捜してくれてたんでしょう？　本当ありがとうね」

「見つかって良かったです」

　河村はほっとしたような笑顔になった。

　何度も何度もお礼を言って、最後に私と河村の手にアメを何個か握にぎらせて、その女性は犬と共に去っていった。

「よかったね、見つかって」

　しばらくぽかんとした後、私はやっと言葉を発した。

　私は知らない。

　かろうじて存在していた私と河村の共通目的がぽんと消えてしまった今、どうやって河村を繫ぎ止めればいいのかを知らない。

　だから、とりあえず笑う。

「これでようやくお昼、食べられるね。おやつもあるし」

　河村も握らされたアメを見て苦く笑しようする。

「手伝ってくれてありがとう」

　妙みような間のあと、じゃあ、と河村は言った。

　そしてにこっと、照れたように笑う。

「じゃあ」

　私も──。

　私も河村の真ま似ねをして、にこっと笑った。
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　彼はいつも窓の外を見ていて、決して私の方を見てくれない。

　すごく久しぶりに隣となりの席になって、浮うかれていたのは私だけなんだ。




　小さい頃からずっと一いつ緒しよにいた。何度も同じクラスになって、何度も隣の席になった。

　その度たびにバカみたいな話をして、バカみたいに笑っていた。

　いつから、目が合わなくなったのだろう。

「恩おん田だくん、日誌なんだけど、書いて出してくれる？」

　いつもはかけていないメガネが、彼を大人びてみせている。

　一日中、「どうしてメガネなの？」と聞きたくても聞けなかった。

「あぁ、出しとく」

　彼は私を見ずに、日誌を受け取った。

　何か嫌きらわれるようなことでもしたのかな。

　高校に入ってからは、ほとんど話をしていない。嫌われるようなことをするほど、近くにいたこともなかった。

「先に帰るけど、ちゃんと出してよね」

　もどかしい思いが、可愛かわいげのない言い方をさせた。

　彼は返事をしてくれない。何を偉えらそうに言ってんだと、罵ののしられる方がマシだ。

　もういい。

　一刻も早く、この二人きりの空間から逃にげ出そう。




「千ち尋ひろ」

「へ？」

　久しぶりに名前を呼ばれて、変な声が出た。

「な、なに？」

「お前、付き合ってるやつでもいるのか」

　彼は相変わらず窓の外を見ながら、わけのわからないことを聞いてくる。

　やたら長い足を突つき出して、両手を前で組み、無む駄だに態度がでかい。昔から変わらない姿に、どこかほっとした。

「いきなり、何なの？」

　ゆるめられた制服のネクタイがだらしないはずなのに、彼だとかっこよく見えてしまう。

　あぁ、くそ。

　かっこいいとか思っちゃった。

　このままここにいると、押し込めてきた思いが湧わき上がってきちゃうよ。




「いきなりじゃねぇよ」

「いきなりじゃんか」

「ずっと聞こうと思ってた」

　ようやく私の方を見たと思ったら、彼は左手にメガネを持っている。

　メガネをはずした彼はいつもの彼なのに、視線がさだまらない。

「なんで、そんなこと聞くの」

「最近、お前が変わったから」

　変わってなんかいない。

　変わったとしたら、あんたでしょうと、言いたいのに言えない。

「近くない？」

　彼は立ち上がって、私との距きよ離りをどんどんつめてくる。

　彼が一歩踏ふみ出すと、私も一歩後ろへ下がる。

「こうしないと見えない」

　どんどん私は教室の隅すみへ追いやられて、逃げ場がなくなっていく。

　私のスカートの裾すそが、彼の足に当たっている。

「そ、それなら、メガネしたらいいじゃん」

「邪じや魔ま」

　短く吐はき捨てた言葉と共に、彼はもう一歩私に近付いた。

「それで、どうなんだよ」

「いない、いない、いないよ！　誰だれとも付き合ってない！」

「そうか」

　答えたのに、それでもまだ距離は変わらない。




「じゃあ」

「なに？」

「なんでそんな可愛くなってんだ？」

「はぁ!?」

　熱があるのかな？

　思わず彼のおでこに手をあてて確かめると、怪け訝げんな顔をされた。

「熱なんかねぇよ」

「だよね」

　じゃあ、今、なんて言った？

　私が、かわ、かわ……自分で言うのは恥はずかしくてたまらない。

「名前」

　彼は何を言おうとしているのだろう。

　私は彼との距離にパニックになって、何がなんだかわからなくなっている。

「昔みたいに呼ばなくなった」

「何の名前？」

「俺」

「あぁ、篤あつしって？」

　確かに、高校に入ってからは名前を呼ばなくなった。

　なんとなく、篤を見る周りの女子の目が気になって呼べなくなった。




「呼べよ」

「呼んだら、離はなれてくれる？」

「嫌いやだ」

　なんだよ！

　ほんと、あんたは私をどうしたいんだ！

「千尋」

「なによ」

「お前が変わったのが俺のせいなら、許す。違ちがうなら、許さない」

　理り不ふ尽じん極きわまりないことを言い出した。

　誰かこいつを止めてくれないだろうか。

「私は変わってないし、篤のせいでもないし、誰のせいでもない」

「変わったよ」

「どこが？」

　篤は私の頰ほおを両手で挟はさむ。

　距離云うん々ぬんの話じゃなくなった。

　とうとう触ふれられてしまったせいで、私の感情は篤の体温を感じる頰からあふれてしまいそうだ。




「雰ふん囲い気きが」

「雰囲気がって、ざっくりしてるな」

「何があったんだ」

「何がって言われても、その」

　私が言い淀よどむと、篤はぐっと顔を寄せてくる。

　整った顔に睨にらまれると、ごまかせなくなってしまう。

「なんだよ。言えよ」

「篤が昔みたいに近くにいて、嬉うれしくて、でも、前ほど近くない気がして」

「それで？」

　篤は私をまっすぐに見つめて、探している言葉が見つかるのを待ってくれた。篤のさだまっていなかった視線は、はっきりと私の視線と繫つながっている。

「なんか、嬉しいけど、切ないような、とにかく、複雑な気持ちだったんだよ」

　誰かに言いたくて、でも、言えなかった。

　自分でもうまく言葉にできなかったし、誰に言うべきかもわからなかった。

　まさか、本人にこの曖あい昧まいな気持ちを伝えることになろうとは思っていなかった。

「そうか」

　私の気持ちを知った篤は急に機き嫌げんがよくなり、私は解放された。

　どこに答えがあったんだろう。

「許す」

「はい？」

「俺のせいだってことだからな。よし、帰るぞ」

「ちょっと、日誌はどうすんのよ」

「んなもん、明日あしたのやつが書けばいいだろ」

　篤は私の手をひいて、廊ろう下かを歩く。

　まだ帰らずに残っていた生徒たちの視線が、篤と手を繫いだ私に容よう赦しやなく突つき刺ささる。

「篤、手を離してもらえませんかね？」

「断る」

「なんで」

「見せつけてんだよ」

「何を？」




　振ふり向いた篤の顔は年相応の、少年のような表情をしていた。

　いつの間にかメガネをかけていて、いつもと違う穏おだやかな表情にドキッとした。

「お前は俺の彼女だってことを」

「なっ、何言ってんの!?」

　知らない間に交かわされた契けい約やくは、同意せざるを得なかった。

　だってそれは、ずっと望んでいたことだったから。

「ところで、なんでメガネ？」

「コンタクトなくした」

「今、噓うそついたでしょ？」

　篤はメガネのブリッジを持ち上げながら、そっぽを向いていた。

　じっと見つめ続けると、篤は囁ささやくように小さな声でメガネの理由を白状した。




「お前のことを直視できねぇから、話すときはメガネを外すつもりだったんだよ。そうすれば、言いたくても言えなかった気持ちを言える気がした。それだけだ」




　なんだ。

　篤も私と同じだったんだ。

「なに、それ。ほんと、可愛かわいいんだけど」

「うっせぇな」

　どうやら追い詰つめられたのは私じゃなくて、彼の方だったらしい。

　次はいつ、メガネをかけてくれるのかな。

「プロポーズのときかな？」

「何か言ったか？」

「何でもないよ」

　甘い妄もう想そうは、もうしばらく頭の中にしまっておこう。
















[image: 私は彼を好きじゃない　来夢]




　犬いぬ飼かいが、女子に告白されたらしい。

　わたしはその噂うわさを、昼休みに友人のハルカから聞いた。

「とりあえず、返事は保留にしたみたいだけど」とハルカ。

「物好きな子もいるもんだねえ」

　生意気そうなあいつの顔を思い浮うかべていたら、ハルカが首を傾かしげた。

「いいの？　ひなた、彼のこと好きだったんじゃないの？」

「まさか。何度も言ってるでしょ。あんなやつ、タイプじゃないって」

　ちくりと胸が痛んだことには気づかないふりをし、わたしはできる限り強がってみせた。友人は納なつ得とくしていないようだったが、ふーん、と疑わしげな視線を送ってきただけで、それ以上の追つい及きゆうはしてこなかった。




　あいつが告白されようと、わたしには関係のない話だ。




　そう自分に言い聞かせていたら、あ、とハルカが声を上げた。視線はわたしを通り越こし、廊下の奥に向けられている。

　振り返れば、こちらに歩いてくる犬飼の姿が視界に映った。なんと間の悪い。顔を逸そらすよりもはやく、目が合ってしまう。




「よお」

　と犬飼が手を上げる。

「聞いたよ、告白されたんだってね」

　会ってしまったからには仕方がない。わたしは挨あい拶さつもなしに、犬飼に言った。

　彼は驚おどろいたように目を見開いたあと、鼻の頭を搔かいた。

「ん、まあな。誰だれだか気になる？」

「別に」

　と素っ気ない態度をとるわたしの横で、

「気になる、気になる！」

　とハルカが元気な声を上げた。

　わたしは知りたいような知りたくないような、複雑な思いを抱いだく。

「御手洗みたらいさんだよ。御手洗彩あや音ねさん」

　気き恥はずかしいのか、犬飼はしきりに首筋を撫なでていた。

　ええ!?　とハルカが大げさに驚いた。

「御手洗さんって、あの？　うわ、すごい。うちの学校のアイドルじゃん」




　御手洗彩音の名前と顔は、わたしも知っている。同学年の女子の中で、抜ぬきん出て可愛かわいいと評判の子だ。同じクラスにはなったことがないし、実際に話したこともなかったけど、校舎ですれ違ちがったときにちらりと見たら、確かに整った容姿をしていたのをおぼえてる。

　犬飼とわたしは、小学校からの腐くされ縁えんだ。家が近所だったため、昔から暇ひまさえあればふたりでよく遊んでいた。

　気の置けない友人だった。犬飼の前では、わたしはなにひとつ偽いつわることなく、素すのままの自分でいられた。




　中学、高校と上がるたびに、複雑になっていく人間関係に馴な染じむため、わたしは処世術を嫌いやでも身につけていった。自分を着き飾かざることに苦しさをおぼえることもあったけど、それでもなんとかやってこられたのは、あいつの存在があったからだろう。辛つらいとき、悲しいとき、あいつのところへ行けば、不思議と気持ちが落ち着いた。

　女子同士のくだらない見み栄えの張り合いに疲つかれていたわたしを、あいつは慰なぐさめてくれた。

　変な先せん輩ぱいに付きまとわれていたわたしを、あいつは助けてくれた。




　ある日、犬飼から訊きかれた。

「おまえ、彼氏つくらねーの？」

「うーん、なかなかいい人がいなくて」

「なら、俺は？」

　思わず、わたしは犬飼の顔を凝ぎよう視しした。ひどく真ま面じ目めな表情だった。

「もう少し身長が高かったら、考えてたかも」

　私がとっさにそう言うと、あいつはほんの一いつ瞬しゆんだけ顔をこわばらせた。だけど、すぐにいつもの生意気な少年のような顔に戻もどって笑う。

「理想ばっか高いと、いつまでたっても彼氏できねーぞ」

　うまく笑い返せたかどうかは、よくおぼえてない。




「いいの？　このまま泣き寝ね入いりして」

　放課後、ハルカが昼休みと同じことを口にした。

「素直になりなよ。好きなんでしょ、犬飼くんのことが」

　否定しようとしたけど、今度はうまく言葉が出てこなかった。口を開きかけ、そのままなにも言えず、しょんぼりとうなだれる。

「だったら、気持ちを伝えないと」

「だけど、御手洗さんから告白されてるし……」

「そんなこと気にしてる場合じゃないでしょ。いまを逃のがしたら、もう一生、チャンスがないかもしれないんだよ」

「ハルカ……」

　力強い瞳ひとみが、わたしを見つめていた。友人の優やさしさに、勇気がわいてくる。

「ありがとう」

　わたしは教室を飛び出した。がんばれー、とハルカの応おう援えんする声が、背中に届く。




　階段を駆かけ下り、グラウンドを目指して走る。

　あいつはこの時間、部活だろう。

　サッカー部員である犬飼の姿を探すと、ちょうど休きゆう憩けい中なのか、水飲み場にいるのが見えた。よし、と気合いを込め、歩みを進める。

「犬飼！」

　あいつはびっくりしたようにこちらを振ふり返った。

「ひなた……どうしてここに」

「わたし、犬飼のことが好き」

　躊躇ためらったら、きっと不安に押しつぶされる。だから、勢いに任せて、わたしは告白した。ずっと言えなかった気持ちを、口にする。




　犬飼はしばらくの間、アホみたいにぽかんとしていた。ややあって、彼は、はにかんだ。

「ひなたにそう言ってもらえて、すごくうれしいよ」

「そ、それじゃあ、わたしは、も、もう行くから」

　走り出そうとするわたしを、待って、と犬飼の必死な声が止める。

「まだ、俺の返事が言えてない」

「返事って、だって、あんたには御手洗さんが」

「ふたりには、協力してもらったんだ」

　彼はばつの悪そうな顔をした。

「協力？」

　わたしは犬飼と向き合った。




「ひなたが、全然振り向いてくれないから。おまえなんか眼中にない、みたいなことも言われるし。だから、どうにかして、おまえの気を引きたかった」

　柄がらにもなく、たどたどしい口調だった。

「もし俺が誰だれかと付き合うことになったら、おまえが自分の気持ちを自覚してくれるようになってくれるんじゃないかと思って。だから、御手洗さんに頼たのんで、俺に告白したふりをしてもらって、ハルカには、ひなたの背中を押してもらうようにお願いしたんだ」

　わたしは狐きつねにつままれたような心境だった。




　つまり、わたしはこいつの手の平で転がされていたってこと？　告白されたと聞いて、わたしが焦あせることを計算して？




　御手洗さんはともかく、ハルカまで協力していたことに呆ぼう然ぜんとする。やられた。まったく見み抜ぬけなかった。

「驚おどろいた。まさかあんたが、ここまで計算できるやつだったなんて」

「言っておくけど、サッカー部の中ではけっこう頭がいいほうなんだからな、俺」

「わたしよりは下でしょ」

「うっ、それは……言い返せない」

　しばらく睨にらみ合って、わたしと犬飼は、どちらからともなく笑い出した。




　想おもいを打ち明けられて、胸のつかえが下りる。一いつ杯ぱい喰くわされたことは腹立たしかったけど、それを打ち消すぐらい、うれしさがこみあげてきていた。

「今日、部活遅おそくなる？」

「まあ、ほどほどに？」

「そう……じゃあ、終わったら連れん絡らくして」

「えっ」

　犬飼が間ま抜ぬけな顔をする。

「せっかくだし、一いつ緒しよに帰ろう。それとも、嫌いや？」

「まさか。全然。わかった、メールする。あ、でも、面めん倒どうになったからひとりで帰るとか言うんじゃねーぞ」

「わたしがそんな薄はく情じような人間じゃないことは、あんたが一番よく知ってるでしょう？」

「それもそうだ」

　犬飼は頷うなずくと、飛び跳はねるようにグラウンドへ走っていった。それからくるりとこちらを振り向く。




「ひなたー、俺もおまえのこと大好きだー！」




　グラウンドに響ひびき渡わたるくらいの大声で、盛大に告白していった。

　あふれんばかりの幸せを胸に抱いだきながら、夕ゆう陽ひに照らされた彼の姿を、わたしはずっと見つめ続けた。







[image: 置いてこられなかった気持ちを今、捧げます　馬村はくあ]




「もう四ヶ月かぁ……」

　高校の卒業式から四ヶ月。すごく好きだったあの人に会えなくなって四ヶ月。

「ねぇ！　大たい河がの学校、明日あした文化祭なんだって！」

　高校からの親友の花か梨りんがあたしの肩かたをポンっと叩たたく。

「明日？」

「うん。寧ね々ね行こうよ！　大河に会えるよ」

「う、ん。嫌がられないかな……？」

　仲のよかった高校時代。

　大河もあたしのことを好きなんじゃないかってうぬぼれていたりもした。




『大河、帰らないの？』

　卒業式。

　一緒に帰って告白するつもりでいたんだ。

『うん。ちょっとね』

　歯切れの悪い返事に、

『なんだよ大河ー。告白かー？』

　他ほかの友達がからかいはじめる。

『やめろよ。けどまぁ、そんなとこ』

　顔を少し赤くして照れる彼に、

　──……あぁ、好きな人に告白するんだ。

　呼び出されていないあたしは同時に失しつ恋れんをしたんだ。

　彼も自分のことを好きなんじゃないかとうぬぼれていた自分がバカみたいに思えた。

『お前誰だれに告白するんだよー』

『内ない緒しよ』

　ニコッとあたしを見て笑って席を立つ。

　告白する予定の場所に行くみたいだ。

『健けん闘とうを祈いのる』

　心にもないことを言って、大河の背中を見送る。

　大河の姿が見えなくなってすぐ、あたしの目から大おお粒つぶの涙なみだが落ちる。

『寧々』

　花梨が他の人からあたしを見えないようにしてくれる。

『大河、好きな人いたんだね……』

『ね。でも、あたしも大河は寧々のこと好きだと思ってたよ』

　なんでうぬぼれてしまったんだろう。

　本当にバカみたい。

　でも〝一緒に帰ろう〟っていつも誘さそってくれたのは大河だったし、一番仲のいい女の子だって自負があった。

　実際はただ家が近かっただけ。




「寧々？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　反応がないあたしの顔を、花梨が心配そうに覗のぞき込む。

「あ、ごめん。うん。大丈夫」

　大河のことはどうしても思い出してしまう。

　そして、どこにも置けなかった想いがいまだに残ってる。

「どうする？」

「うん……。久しぶりに会いたいかな……」

　ずっと考えてた。

　大河と再会するときのこと。

　でも、よく考えたら好きだと思っていたのはあたしだけで。

　大河はそれを知らない。だから気まずさなんてないんだよね。

　だから、彼女になんかなれなくてもいい。

　またあの頃ころみたいに仲良くできたら嬉うれしいなって思う。

「じゃあ明日は実家帰る？」

「そうだね。文化祭終わったら一いつ旦たん実家帰るかな？」

「うちらゴールデンウイークも帰ってないしほんとに地元久しぶりだよね」

　あたしと花梨は地元から電車で２時間離はなれた市にある看護学校に通ってて、寮りように入っている。

　ゴールデンウイークの連休に帰ってもよかったんだけど、地元に帰ったらますます大河のことが頭から離れなくなりそうでやめたんだ。

「ごめんね。あたしのせいで帰れなくて」

「何言ってんの！　寧々と一緒にいるの当たり前でしょ！　でもさ、もう寧々は大河以外見えないんだから一度会っといたほうがいいよ！」

　花梨の力強い言葉はあたしを勇気づけてくれる。

　いつだって花梨はあたしの味方なんだ。




「久しぶりー」

　大河の専門学校の文化祭。

　たまたま会った高校の同級生と、暑いからと木の下で涼すずみながら話す。

　今日は最高気温が今年イチだと朝の天気予報でやっていたほど暑い。涼しい場所から出るとすぐに汗あせばんでしまう。

「この専門学校、初めて来た」

　初めて来た専門学校はそんなに広くはない感じだけど、ここに毎日大河が通っているのかと思うとなんだか嬉しくなる。

　今日は文化祭ということもあってか、学生達の友達や卒業生、あとは来年ここに入るかもしれない高校生たちが所ところ狭せましと歩きながら出店で売られている食べ物を食べたり、ステージイベントを見たりしてみんな楽しそうだ。

「寧々！　いた、いたいた！」

　同級生と話していたあたしを目め掛がけてすごい勢いで花梨が走ってくるのが見える。

「花梨？」

「いたよ！　行こう！」

　返事を聞かずに私の腕うでを摑つかんで歩いていく。

「いたって大河？」

「それしかないでしょ！」




　さっきまでずっと大河を探してたけど、探しても探しても見つからなくて。

　たくさん人が来ているから会えないのかな。

　やっぱりそういう運命なのかなって大河のことを思っていた。

　でも１人で来たのに花梨が見つけてくれて、すごくいまドキドキしてる。

　ひさしぶりだよ、こんなドキドキ。




「ほら、あそこ！」

　花梨が上を指さす。

　花梨が見上げた先にはクリーム色の２階建ての校舎が横長に広がっていて、その左ひだり端はしの一室に大河の横顔が見える。

「でも、隣となり……」

　大河の隣にいるのは女の子だった。

「そんなこと気にしてどうすんの！　窓あいてるし、声かけようよ」

「でも……」

　隣にいる女の子が彼女だったら？

　今の好きな子だったら？　って不安が広がる。

　だって明らかに高校時代とは違ちがう。

　着き崩くずした制服をおしゃれに着こなしてた大河。いまもやっぱり私服がおしゃれだ。

「声かけないと、来た意味ないよ？」

「……うん」

　わかってる。

　もうあたしが彼にとって一番近い女の子ではない。

　前と違うようになってしまうのがすごく怖こわいんだ。




「じゃあ、もう帰る？」

「帰りたく……」

「大河！」

　返事を遮さえぎって、花梨が彼の名前を呼ぶ。

「花梨？　……と寧々？」

　大河が花梨の声にこちらを見て目を見開く。

　久しぶりに呼ばれた名前にとくんと胸が高鳴る。

「遊びにきちゃったー」

　花梨は大河に返事をしているけど、あたしはなにも言うことができない。

「わざわざ電車乗ってきたのかよー」

　あたしの好きな笑え顔がおで言ってるけど、それはあたしに向けられたものではなくて花梨への笑顔。

「うん！　寧々が行きたいって」

「え？　寧々が？」

「ちょっと花梨！」

　そんなこと言ったらあたしの気持ちがバレちゃうじゃない。

　たしかに花梨よりもあたしが行きたいと思っていたのは事実だけど。

「そっか。まぁ楽しんでって」

　大河はあたしたちに背を向けて隣の女の子と歩いていってしまった。

「あれ、行っちゃった……」

　花梨が罰ばつが悪そうな顔になる。

「好きだってバレたのかな？　隣の子が彼女だから？」

　卒業式の時のように涙なみだが溢あふれそうになる。




「彼女だからってなんだっていうのよ。それであんな態度取るなら最低でしょ。寧々とは仲のいい友達だったじゃん」

　花梨が自分の事のように怒おこってくれるから、なんだか気持ちが軽くなる。

「見てよ、あれ。なんかシュールじゃない？」

　花梨とブラブラ歩いているとオオカミのマスクを被かぶった人がスマホをいじっていた。

「ほんとだー。ああいうのって中の人、気にならない？」

「気になるー！」

　そんなどうでもいいことを話しながら楽しんでた。

　こういうふうに楽しんでないと涙が出てきてしまいそうだったから。

「ちょっとトイレ行ってくる」

「わかった！　じゃあ、あの辺にいるね」

　花梨が真ん中にあるステージの前を指さす。

「トイレ……どこだろう」

　はじめて入る校舎はさすがに勝手がわからない。

　でも、ここで大河が毎日過ごしているのかと思うと、それを体験してみたくなってしまう。

　同時に思い出すのはさっきの大河。

　明らかに高校の時とは違ったし、どこかあたしを見る目が冷めていた。




「こっちだったよね……」

　校舎に入るとすぐ横に階段があった。

　たしかこの上の一室だったなと、さっき外から見た大河がいた部屋へ行こうと足を踏ふみ出す。




〝学生、教職員以外立ち入り禁止〟




　そう書かれていたけど。

「ここかなぁー？」

　階段を登ってすぐのところにある教室。

　下から見た構図的にここに大河がいたと思われる。

　この教室は特になにかの準備で使われている形けい跡せきもなく、ここに２人でいたってことはやっぱりそういうことなんだって思う。




「来なきゃよかったかな」

　こんな現実を突つきつけられるよりも、やっぱり好きだって思ってたままのほうがよかったのかもしれない。

「ん？　誰だれ？」

　ドアからキョロキョロと中を覗のぞいてると後ろから男の人の声がする。

「あ……」

「うちのクラス……ではないよね？」

　大河のクラスの人かな？

「あ、えっと……」

　なんて言ったらいいのかわからなくて困っていると、突とつ然ぜんグイッと後ろから腕うでを引かれる。

　引かれた方を向くとさっきのオオカミくんが立っている。

「あれ？　お前の知り合い？」

　オオカミくんはコクンと頷うなずく。

　オオカミくんも同じクラスの人なのかもしれない。

「ここ、関係者以外立ち入り禁止だから気をつけてねー」

　そう言って、大河のクラスメートらしき人はあたしの頭を撫なでて笑顔で去っていく。

　その仕草に天性のたらしっぽい雰ふん囲い気きがあって、モテるんだろうなって思っていると、オオカミくんにまた腕を引かれ、そのまま教室の中に連れていかれる。




「もう大だい丈じよう夫ぶです。助けてくれてありがとうございました」

　ペコっとオオカミくんに向けて頭を下げるけど、オオカミくんはあたしの腕を離はなしてはくれなくて、そのままオオカミくんの腕の中にスッポリと包まれる。




　オオカミくんに抱だきしめられるのもシュール。

　そんなことを考えてる場合でもないのに。

　相手がオオカミくんだからだろうか、不思議と嫌いやじゃない。




「……オオカミくん？」

「ぶっ」

　オオカミくんって呼び方がツボに入ったのか思いっきり吹ふき出す。

「なんだよ、そのオオカミくんって」

　ゲラゲラ笑いながらオオカミのマスクを外す。

「大河!?」

　オオカミくんのマスクを外したら出てきたのは大河で。

「気づけよ」

「き、気づかないよ！」

　大河とわかった瞬しゆん間かん、あたしの心は正直になる。

　抱き締しめられたという事実にドキドキが止まらなくなる。オオカミくんの時は大丈夫だったのに。

「なんでお前教室きてんの？　ここ関係者以外立ち入り禁止だよ？　見なかった？」

「……見た」

「はぁ？」

　あたしの返答に呆あきれ顔。

「さっきここから大河、顔出してたでしょ？　だから見てみたくて」

「なんだそりゃ」




　大河は壁かべに寄りかかって床に座ると、隣となりをポンポンと叩たたく。

　そこに座れってことだ。

「大河がどんなとこで毎日過ごしてるのか見たくなったの」

「ふーん。なんかこうしてると高校ん時みたいだな」

　隣に座ったあたしを見て微笑ほほえむ。

　そんな顔されたら、また好きになっちゃう。

　なのに、やめてなんて当然言えない。

　だって、その顔をずっと見ていたいんだよ。

「オオカミのマスク被かぶってなかったけどね」

「そりゃそうだろ！　ずっと被ってたら俺、おかしなやつだろ」

　あたしの頭をぐしゃって触さわる。

　こうしていると本当に高校生の頃ころに戻もどったような錯さつ覚かくをおぼえる。




「ねぇ、さっきの子、彼女？」

「は？」

「ほら、さっきあたしと花梨が下にいたときの……」

「あぁ……彼女じゃねぇよ」

　大河の言葉にほっとしてる自分がいる。

　やっぱり大河を諦あきらめることなんてできないんだ。

「……彼女はいるの？」

　卒業式のことを本当は聞きたかった。

「いねぇよ。ずーっと片思いしてんの」

「ずっと？」

「ん。卒業式に失しつ恋れんしてるけどね。諦められねぇよな」

　あたしの顔をニッと微笑んで覗き込む。

「……そ、そっか」

　卒業式の告白は振ふられたけど、その人が好きなんだ。




「つーかこれなんのいじめ？」

　急に大河の顔から笑え顔がおがなくなる。

「え？」

「そうだろ。彼女のこととかわかってるだろっつーの」

　大河が立ち上がって、あたしを見下ろす。

「……大河？」

「お前が好きだった飴あめ……まぁいいや」

　そのまま教室から出ていく。

　……好きだった飴？

「え、なに？　どういうこと……？」




　卒業式の告白が失敗したこととか仲間うちで有名だったのかな。

　古傷をあたしがえぐってしまったのかな。

　だとしたら申し訳ないとは思うけど、あたしは卒業式の次の日にはもう地元を離れてたし、わかんないよ。

「嫌きらわれちゃったのかな」

　高校生の頃に戻ったようで幸せだったのに。

　やっぱり現実ではもう卒業してて、すんごい遠い存在になっていて。




「花梨のとこに戻ろう」

　この教室にいるとさっきの大河の顔がチラついて頭から離れない。

「きっともう違ちがうんだ。全すべてが」

　もうあの頃には戻れない。

　彼女でも好きな人でもなかったあたしは、学校が違う今ではもうなんの関係もないんだ。




「花梨、帰ろう」

「え？　いいの？」

「うん。もういい」

　これ以上ここにいても冷たい大河の表情を思い出すだけ。

　なんだかもう来るなって言われている気がした。




「ただいまー」

「おかえりー。部屋行ってなさーい」

「はーい」

　久しぶりの実家。自分の部屋に入るのも卒業式の夜以来だ。

　あの夜泣いたベッドもそのまんま残っている。

「変わってないな」

　四ヶ月しか経たっていないから当たり前だけど。

　あたしと大河の関係のように変わってしまうものもあれば、変わらないものもすぐそこにあった。

「あたしの心も変われば楽なのに」

　地元を離はなれてから新たな出会いを探したこともあったけど、無理だった。

　いつもそういう時に思い出すのは大河のこと。

　大河とどうしても比べてしまって、大河ならこうするのにと無意識に考えてしまう。




「制服……」

　ふと目に付いた高校の制服。

　これを着ていたときは大河の近くにいられたんだ。

　３年間ずっと同じクラスでずっと大好きだった。

「ん？」

　ふと制服に手を触ふれた時、なにかがポケットに入っている感かん触しよくがあった。

「なんか入れたままにしてたっけ？」

　ポケットの中に手を入れて、その〝なにか〟に触れる。

「キャンディ……？」

　入っていたのは高校時代、あたしがいつも食べていた棒付きのキャンディ。

「あれ？　卒業式には持ってってないはず……」

　最近じゃこれもすっかり食べなくなったな。

　これを食べてるあたしを見て〝俺も食べたいな〟って言ってきたのが大河だったから。

　そこから仲良くなったから、毎日食べていたんだ。




『寧々と言えばこれだよな』




　よく言っていた。

　こんなとこまで大河との思い出に溢あふれてる。

　あたしの高校時代は本当に大河ばかりだった。

　一いつ緒しよにいた大河もそのはずだったのに、どうして気持ちだけは違ってしまったのだろうか。

「食べよう……」

　キャンディの包み紙をとって口に入れる。

　口の中に高校時代のあの味が広がって、それだけで涙なみだが出そうになる。

「え……？」

　広げたキャンディの包み紙。




〝[image: ]〟




　ボールペンで小さく文字が書かれていた。

「[image: ]？」

『卒業式の日にイニシャルとクラス書いてあったら体育館裏で告白するために待ってるんだってー』

　そんなうちの高校のジンクスを耳にしたことがあった。

「クラスなんて書いてないし違うか」

〝須す田だ 大河（スダ　タイガ）〟

　これがイニシャルなら大河と同じ。

　でもクラスが書いていないし。

　飴を舐なめながら棒にちらっと目をやる。

「なんか書いてある……？」

　普ふ通つうは書かれてないはずの黒い文字が見える。

〝３─２〟

　ボールペンで薄うすく書かれたそれは見えにくかったけど、そう書いてあるように見える。

　３─２はうちのクラス。

　３─２の[image: ]。

　そこまでくると大河しかいないんだ。




「え？　噓うそだよね？」

　もしかして、あたし体育館裏に呼ばれてた……？

　そういえばさっき。

『お前が好きだった飴あめ……』

　そう何かを言いかけた大河を思い出す。

「え!?　噓でしょ？」

　たしか、あのジンクスには続きがあって『断る場合は呼び出し場所に行かない』ってことだった気がする。

　だとしたら、あたしはあそこには行っていないから。

　大河のこと振ふった……？

　いやいや、本当にそうかはわからないけど。

　でもだとしたらさっきどこか怒おこっていたのも頷うなずける。

「ああ！　もう！　行こう！」

　口のキャンディを急いで食べきって、包み紙と棒を手に走って家を飛び出す。




「たしかめないと。振られたなんて大河に思われたくない」

　もし、告白しようとしてくれていたなら。

　ううん。違ちがったとしてもそれでいい。

　あたしが告白するから。

　もう、言わないで後こう悔かいしたくはない。

　言って後悔したい。

　わかりにくいよ。

　大河のバカ。

　本当にそうだとしたらわかりにくすぎるよ。

　もっとわかりやすく呼び出してよ。喜んで行ったのに。

　あのとき本当はあたしを待っていたんだとしたら？

　嬉うれしすぎるんだよ。




「大河！　大河いる!?」

　はぁはぁと息を切らして、またさっき来ていた大河の学校へ戻もどってきた。

「寧々？　なんだよそんな慌あわてて……」

　ちょうどあのオオカミを被かぶった大河が近づいてくる。

「これ！　これって大河!?」

「は……？」

　マスクを外した大河が目を丸くしている。

　違うのかそれとも合っているのか。

「違う？」

「どうしたの？　それ」

「今日、制服のポケットから見つけたの！」

「今日……？」

　大河が怪け訝げんな顔になる。

「うん。今日！　卒業式から入ってたっぽいの！」

「それ、なんて書いてあんの？」

　大河ではなかったのだろうか。

　大河に問われる質問内容に不安が広がる。

「包み紙にイニシャルと棒にクラス」

「ジンクスのやつだね……。で、イニシャルとクラスは？」

「[image: ]と３─２」

　うちのクラスに[image: ]は大河しかいないはずなんだけど。

　それとも誰だれかのイタズラ？

　誰か[image: ]のひとが書き間ま違ちがえた？

「で、それは誰だと思うの？」

「うちのクラスに[image: ]は大河しかいない……」

「俺しか、ね。そうかもね。で、もしその卒業式に気づいてたらお前はどうしてたの？」

　大河が全然、自分だという雰ふん囲い気きを見せてこない。

　やっぱり違ったんだろうか。

　でも、ここで逃にげるわけにはいかない。




「体育館裏に行ってたよ……」

　告白とも取れるこの言葉を呟つぶやく。

　いいんだ、振られても。

　どこにも置いてこられなかった自分の気持ちを、ちゃんとどこかに置くことができそうだから。

　もしもこれで振られても後悔はない。

「なんでいつもポケット触さわるくせに、その日だけ触んねぇのよ」

　ぼそっと呟いたかと思うと、大河がその場にしゃがみこむ。

「……大河？」

「マジ、あの日俺何時まで待ったと思ってんの？　それなのにのこのこ文化祭来るし。平静でいるの大変だった」

　照れているのか自分の手で顔を覆おおう。




「好きだよ、寧々」

　あの日もらえなかった言葉をいまもらう。

　だから、あたしもあの日伝えられなかった言葉をいま渡わたす。

「好きだよ、大河」
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　──結局言えなかった。




　高校の卒業式を終えた菜な々なは、掲けい示じ物がなにもない空っぽの教室で一人落らく胆たんしていた。

　三年間同じクラスで片かた想おもいをしていた秋あき久ひさに告白しようと決めたのは、約半月ほど前のこと。校内でも随ずい一いちの美人と言われている後こう輩はいが秋久に想いを寄せていると、噂うわさが流れてきたのだ。




　──今まで言えなかった想いは、誰かに先を越こされる前に伝えよう。

　菜々は卒業を前にそう固く決意していた。

　なのに──。




　毎日顔を合わせても想いを伝えることは疎おろか、素す直なおになることすらできない。

「もう秋久と顔合わせなくて済むなんてせいせいする！　来月から寂さびしいなんて言わないでよ～～？」

　菜々はそう言って笑いながら、野球部で鍛きたえられた秋久の肩かたを叩たたく。

　菜々の冗じよう談だんに対して秋久は精せい悍かんな眼まな差ざしを緩ゆるめ、可笑おかしそうに顔をくしゃりと歪ゆがめて笑う。

「ばぁーか。お前こそな」

　こうして毎日冗談を言い合える日々なんてもう残りわずかで、告白することなく刻一刻と消えていく時間を秋久へ向ける笑え顔がおの裏でただ嘆なげいた。




　そして迎むかえた今日の卒業式。

　今までみたいに当たり前のように会えなくなる危機感で胸がいっぱいになったが、結局告白する勇気もなく菜々は式の終わった閑かん散さんとした教室で、ひとり物思いにふけっていた。




「言えばよかったなぁ……」

　自分の席に座りながら深い嘆たん息そく混じりにぼやくと、机の端はしに空いた小さな穴を撫なでる。

　外からは仲間との別れを惜おしみながらも、楽しげに写真を撮とる卒業生たちの声が聞こえた。

　秋久に言えなかった想いを、どうすればいいのかわからなかった。

　これから家に帰るにしても、悔くいが残ったままでは帰るに帰れない。

　そんな時──。




「……あ、そうか」

　誰にも気づかれないように、想いを学校に残していこう。

　それで秋久への想いは昇しよう華かさせよう、そう思った。

　高校生活の思い出として、記憶の中だけで輝かがやけばいい。

　そしていつかきっと、若き日の淡あわい思い出に変わるだろう。

　菜々は立ち上がると、教室の後ろへ移動した。

　優やさしい担任の計らいで置かれた交流ノートも、スマホを持っている菜々たちには必要なかった。その証しよう拠こに日に焼けて色あせたノートを開くと、白紙のページがつづいている。

　──ここならきっと、秋久には見つからない。




　菜々は鞄かばんの中から油性ペンを取り出すと、

（あなたが好きでした。）

　と、ノートの片かた隅すみに小さく書き印した。




「今まで……ありがとう」

　書き残した文字を撫で、菜々は教室を見み渡わたす。

「さよなら……」

　静かに響ひびいたその声が誰だれかに届くことはなく、菜々は教室をあとにしたのだった──。




　一年後──。




「わぁ……久しぶりだなぁ」

　大学二年目の春を迎えた菜々は、母校の離り任にん式に訪おとずれていた。

　高校で三年間世話になった音楽教師・梓あずさが母校を離はなれることになったからだ。




「梓せんせー！」

　式典を終えて職員室から出てきた梓は、白いジャケットにピンクのブラウス姿で華はなやかな装よそおいが良く似合っている。両手にはたくさんの花束が溢あふれそうなほど抱かかえられていた。

「菜々ちゃーん！　ちょっと車に積むの手伝って、花束落っこちる……って、うわぁっ！」

　梓が慌あわてて言うそばから小さな花束が次々にこぼれ落ちた。

　アスファルトに打ち付けられ、梓は驚おどろいて声を上げる。

「あっはは！　梓先生、相変わらず大人気だね、みんな泣いてたでしょ？」

　梓の様子に菜々は笑いながら近付き、こぼれ落ちた花束を拾い上げながら言った。

「もう大だい号ごう泣きゆう。こっちまでもらい泣きしちゃうくらいよ」

　花束を抱えて梓の隣となりを歩き、人気のない校舎裏の駐ちゆう車しや場へ向かっていく。

「そうそう、卒業生も結構来てくれてね。さっきまであの子もいたのよ、ほら……菜々ちゃん仲良かったでしょう？　田た町まちくん」




　田町──。

　それは秋久の名字で、突とつ如じよ湧わき上がった懐なつかしい響きに菜々はハッと顔を上げた。

「秋久……、元気だった？」

「えぇ、元気そうだった。大学でも野球続けてるそうよ」

「ふぅん……」

　そう言いながら菜々は、卒業式の日にしたことを思い出した。

　あのノートの告白は──正しかったのだろうか。

　菜々はぽつりと呟つぶやく。




「先生、……教室行きたいな」

「え～？　ダメよ、卒業生でしょう？」

「お願い」

「ふふっ……なぁんてね、見てく？　私もこの学校からいなくなるし、記念に」

　梓はそう言って悪戯いたずらっぽく笑った。




　久しぶりに訪れた教室は菜々の知っている教室ではあったが、そこはもう他ほかの誰かの教室で、懐かしさを感じるのにまるで知らない場所のようだった。春休み明けの薄うすい埃ほこり臭くささの中に、真新しい制せい汗かん剤ざいの石せつ鹼けんのような香かおりが混じっている。

「懐かしい……」

「そっかぁ……一年ぶりでも、懐かしさはあるわよね」

　梓がくすくすと笑うそばで、菜々はノートを探した。

　新しく掲けい示じ物が貼はられた教室のなかでも、取り残されたままであるかのように交流ノートはそのまま置かれていた。色あせ具合からしても間ま違ちがいなく、あのノートだった。




「私ね、卒業式の日にこのノートに書き置きしたの」

「えー？　ちゃんと使ってくれてる子もいたのね」

　ページを開くとそこには確かに、

（あなたが好きでした。）

　そう小さく書かれていて、

　その隣に──。

「えっ……」

　菜々は書いた覚えのないいびつな文字を見つけた。




「オレは……、今も好きだよ……？」




　後ろから覗のぞき込んだ梓が、不思議そうに文字を読む。

　まるで菜々が書いた横に返事をするように不器用なその字は書かれている。

　大きく角ばったその字には見覚えがあって、菜々の思考は停止した。

「……秋、久？」

　見み間ま違ちがえることのない秋久の字に、菜々は動どう揺ようで揺ゆれる瞳ひとみを梓へ向ける。

「先生……秋久、いつ帰った……？」

「野球部に顔出してから帰るって言ってたから……もしかしたらまだ校内にいるかも」

「私……行ってくる！」

　菜々は勢いよく駆かけ出した。

　伝えられなかった想おもいを、今度こそ伝えるために。




　飛ぶように教室を駆け出て、春の陽ひが降り注ぐ外に出た菜々は部室棟とうへと走った。

　息を切らして古びた部室棟へたどり着くと、石階段の下にある野球部の部室から出てきた秋久を見つけた。少し髪かみが伸のびているが、その眼まな差ざしは以前となにひとつ変わらない。




　菜々は思い切り叫さけぶ。

「秋久ぁ──っ!!」

「…………菜々？」

　二人の間に、校庭から砂すな埃ぼこりの混じる風が吹ふいた。

　何故なぜここにいるのかと驚いたような表情をした秋久だったが、次し第だいに表情はやわらぎ、菜々を見つめる眼差しはゆったりと細まった。

「私っ、私……秋久に言わなきゃいけないことがあるの……っ！」

　秋久は何かを察したように、微笑ほほえみながらひとつ頷うなずいた。

　菜々は彼にありったけの想いを伝えるために、肺に大きく空気を吸い込む。

「ずっと……、ずっと大好きでした」

　遠くで小鳥の鳴き声が響く静せい寂じやくには、既すでに温かい祝福を含ふくんだ優やさしい風が吹いていた。
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